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　来年度の課題曲が2009年2月中旬に出版

されます。来年度は、「課題曲Ⅴ」の対象を

高校にも、ひろげます。中学は課題曲Ⅰ〜Ⅳ

から、高校・大学・職場・一般はⅠ〜Ⅴから

選択することになります。

　それぞれの作品に対する作曲者からのエッ

セイを紹介します。

【16世紀のシャンソンによる変奏曲】
諏 訪  雅 彦

　古楽の好きな方なら、『16世紀のシャンソ
ン』と聞けば、先ずはジャヌカン等の多声シ
ャンソンを思い浮かべるでしょう。が、日本

で一般に『シャンソン』という言葉によって
想起されるのは、恐らくはかつてのフランス
のポピュラー音楽。この変奏曲の主題のメロ
ディ『Une jeune fillette（若い娘）』は、い
わば16世紀フランスのヒット・ソングのよ
うなので、一般的なイメージのし易さを考え

『16世紀のシャンソンによる』としました。
　17世紀にかけて器楽曲のアレンジが親し
まれたらしいこのメロディは、その後改変さ
れたものが聖歌に取り入れられ、そこから
J.S.バッハのコラールをはじめ多くの音楽が
生まれています。
　もともとのメロディ自体が不確かな形で伝
えられているようですが、私のこの変奏曲の
主題は、器楽曲として遺されているものを参

2009年度吹奏楽コンクール課題曲
	 I .	 16世紀のシャンソンによる変奏曲	（約4分）	 諏 訪 雅 彦 作曲
   Variations on a 16th Century Chanson	（第19回朝日作曲賞受賞作品） SUWA, Masahiko

	 II	.	 コミカル★パレード	（約3分半）	 島 田 尚 美 作曲

   Comical★Parade  SHIMADA, Naomi

	 III	.	 ネストリアン・モニュメント	（約4分）	 平 田 智 暁 作曲

   The Nestorian Monuments, Epic poetory for wind orchestra HIRATA, Tomoaki

	 IV .	 マーチ「青空と太陽」	（約3分半）	 藤 代 敏 裕 作曲

   Blue Sky and Sunshine  FUJISHIRO, Toshihiro

〈高校・大学・職場・一般のみ〉

	 V	.	 躍動する魂　～吹奏楽のための	（約3分半）	 江 原 大 介 作曲
   The Restless Soul	（第1回全日本吹奏楽連盟作曲コンクール第1位作品） EHARA, Daisuke

2009年度課題曲参考演奏の一部を、当連盟ホームページ上

http://www.ajba.or.jp/にて1月下旬ごろ公開いたします。
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考にしつつ、最初のフレーズの末尾を半終止
にするなど、自分なりの解釈でリアリゼーシ
ョンしました。第1第2変奏は、ほぼ厳格に
この主題によっていますが、長調へ移された
間奏曲（第3変奏）では大幅な省略と反復で
主題から逸脱し、第4第5変奏は、属調の性
格が強い主題後半の和声を主調寄りに移し
て、18世紀的な感覚での調的なバランスを
とっています。
　全体は、間奏曲を真ん中に置いた三部形式
風に構成され、また律動が四楽章の交響曲の
ミニチュアにもなるように配しています。
　このような様式の曲を今日新しく作ること
の意味を問われれば、返答に窮しますが、毎
年の課題曲が新作に限られている中で、特に
若い人達に、こういった様式の音楽に取り組
んでみてほしい、という思いから、それなら
新しく作るしかない、と、この変奏曲の作曲
を思い立ちました。
　この曲が、音楽とともに歩む沢山の人の傍
らで、その〝音楽の時〟 を彩ることができた
ら、と願っています。

〔略歴と主な作品〕

諏訪 雅彦　すわ･まさひこ　1959年長野県岡谷市生

まれ。本名・佐藤正。東京芸術大学作曲科中退。

主な吹奏楽作品：「ウィナーズ─吹奏楽のための行進

曲」（第13回朝日作曲賞）、「ヴォルケーノ─吹奏楽

のための行進曲」（第11回“響宴”／ブレーン）他。

【コミカル★パレード】
島 田  尚 美

　コミカルパレードを作曲していた時、私の
子供は一歳の誕生日を迎える頃でした。
　日々の生活の中で、子供と向き合っている
と毎日様々な発見があります。
　テレビから流れる音楽に、いつしか集中し
て聞きはじめ、またある日から体でリズムを

取り出し、更にはハミングをし出すといった
ように音楽に反応を示し始めます。
　音楽が言語などより先に、まだ何も知らな
い子供の感情に作用する事を子供の反応を通
して目の当たりにし、音楽に携わる者として
とても感慨深く思います。
　今回、課題曲公募に応募するにあたり、マ
ーチのリズムをベースにコミカルパレードを
作曲していた時に、ふと出来たテーマのフレ
ーズに足元でブロック遊びをしていた子供
が、パッと花が咲いたような笑顔を見せ、更
に小躍りまで始めてくれたのです。
　コミカルパレードを評価して頂き課題曲と
してくださった事に、心より感謝しておりま
す。
　きっとテーマが生まれたあの瞬間は一生忘
れないひとときになりそうです。
　これからコンクールに向けてコミカルパレ
ードを多くの皆さんに楽しんで演奏して頂き
たいと願っています。
　演奏者の皆さんが、コミカルパレードを演
奏しているときに、我が子が見せてくれたよ
うな笑顔になる瞬間があれば、作曲者として
これ以上の喜びはありません。

〔略歴〕

島田 尚美　しまだ･なおみ　1975年生まれ。福岡県

直方市出身。東京音楽大学院（作曲専攻）修了。作

曲を大友恵美子、三村恵章、吉田峰明、西村朗の各

氏に師事する。

現在、ヤマハ音楽教室システム講師。

【ネストリアン・モニュメント】
平 田  智 暁

　キリスト教ネストリウス派のモニュメント
で最も有名なものは、歴史の教科書にもある

「大秦景教流行中國碑」だろう。
　この吹奏楽のための叙事詩を書くにあた
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り、英題を複数形にしたのは、モニュメント
がシルクロード各地に点在しているからだ。
旅の後に建てられた碑もさることながら、各
地での様子は如何なるものであったのか、興
味をそそられずにはいられない。彼等はその
先々で様々に描かれている。
　時代背景は5世紀、日本が飛鳥に宮を設け
た頃。異端の烙印を押され国を追われた人々
の長い苦難の道のりを、古代ローマ帝国から
唐に到るまで、西から東の旅程で書いた。
　また、彼等をただ宗教的な受難者として見
つめるのではなく、古（いにしえ）より続く
精神・物質両面の東西交流を担った人々とし
て、旅が今よりずっと命がけだった時代の勇
気ある人々として敬意を込めた。
　彼等が到達点に見る夢は、いかなるもので
あっただろうか。
　彼等が中国に建てた大秦寺はしばらくの間
隆盛し、後のモンゴル帝国の中枢にも彼等
の思想を汲む者がいた。 このことはやがて、
ヨーロッパにおいて、東方に存在する謎のキ
リスト教国の伝説となり、十字軍遠征、大航
海時代へのきっかけのひとつとなる。
　さて、日本の正倉院には、一行の首領であ
ったアラボン（アブラハム）の出身地、ペル
シャの琵琶が保管されている。遣唐使が持ち
帰ったものに、何らかの影響はあったのだろ
うか?　それは歴史のロマンとしておこう。
ただ、この頃渡ってきた雅楽器群と音楽は、
独自の進化を遂げ、邦楽の礎となった。そし
て、文明開化とともに渡ってきた、西洋楽器
と音楽が、このことに重なって見えないでも
ない。
　今日我々が取り組んでいる音楽は、どこに
向かうのであろうか。

〔略歴と主な作品〕

平田 智暁　ひらた･ともあき　1974年宮崎生まれ、

鹿児島経由、東京在住。学生時代トランペット・指

揮を経験し、作曲を独習する。作曲を長谷川勉、浦

田健次郎両氏に師事。会社員等を経験。指揮法を橋

本久喜氏に師事。

主な作品：「月と語れば（混声合唱、教育芸術社）」、

吹奏楽のための「プレスター・ジョンの王国」、「間

奏曲」、「大航海時代」他。

【マーチ「青空と太陽」】
藤 代  敏 裕

　生まれて初めての自作曲応募、しかも生ま
れて初めての吹奏楽作品作曲へのチャレンジ
でした。自作曲が全国各地に知れ渡ることに
なるなんて…夢のようです。
　果たして全国でどれくらいの団体が私の曲
を選んでくださるのでしょうか。来年の夏が
とても待ち遠しいです。
　私自身、中学・高校時代は吹奏楽部に所属
し、トロンボーンを担当していたので、夏の
コンクールには五回ほど演奏者として参加し
ています。
　毎年、課題曲が配られるたびに、「いつか
自分も課題曲公募に応募してみたい」という
気持ちでいっぱいでした。
　自分でもよくわかりませんが、今年はチャ
レンジしなければ、という思いが強くなり、
2008年1月下旬に曲を作り始めました。
　4月の応募締め切りまでの約2ヶ月半、吹
奏楽作品を作るということの大変さを痛感し
ました。
　まず、吹奏楽らしい曲調であること。それ
から、曲を制限である3〜4分程度に収める
ということ。作っていく中で、なにより楽器
に対する知識の無さに自分で驚いてしまいま
した。
　苦戦しながら、なんとか完成させて応募し
た作品だったので、一次審査通過の通知をい
ただいた時は嬉しさと驚きの交差でした。
　二次審査は東京佼成ウインドオーケストラ
による試奏審査で、自分の曲が生まれて初め
てプロの方々によって演奏されました。今ま
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で頭の中で組み立ててきた曲が音になった瞬
間は本当に感激でした。しかも、2009年度
の課題曲に選んでいただけるなんて…。
　こんなに嬉しいことが続いてしまって、私
はこれから先、大丈夫なのでしょうか（笑）。
　この作品はシンプルでスタンダードなマー
チです。（「北風と太陽」ではありませんが）

「青空と太陽」というタイトルなので、明る
く爽やかに元気よく演奏していただければと
思います。また、どこまでも広がる青空や、
さんさんと降り注ぐ太陽など、大きなスケー
ルを捉えていただければ幸いです。

〔略歴〕

藤代 敏裕　ふじしろ･としひろ　1988年生まれ。中

学・高校で吹奏楽部に所属し、トロンボーンを担当。

現在、昭和音楽大学作曲学科作曲コースに在学中。

作曲を豊住竜志、喜久邦博の各氏に師事。

【躍動する魂　〜吹奏楽のための】
江 原  大 介

　吹奏楽の中でもいわゆる現代音楽の部類に
入る今回の作品ですが、それでもいわゆるマ
ニアックな前衛音楽を追求したという訳では
ありません。普段書く作品はそれこそ前衛と
言うべきものから分かり易い音楽（ライト・
クラシックとでも言うべきか）まで色々書い
ていますが、今回の作品に関しては通常以上
に作曲に負担がかかりました。まずは自分の
作品が必ず選ばれるという保証もないし、そ
の上、課題曲として使えるものにしなければ
ならない。4分程の作品ですが、作曲にはそ
れなりに時間を要しました。作曲する際は現
在でのスタイルですが（この先作曲スタイル
は変化していくだろうから）まずは音楽の素
材の一貫、ということは考えます。ある音
型、素材、これらは無秩序に現れるものでは
ありません。全てをコントロールしつつ必要

な所へ配置し組み立てていく。このプロセス
において終始、作曲をしました。保守的かと
言われればそうかもしれません。しかし、今
回の作品に関しては必要なものを必要なだけ
選び、そしてその中に自分の創造性、アイデ
ィアを入れていきました。曲のコンセプトは
そのタイトルからもエネルギーの内包したも
ので、各楽器法においても吹奏楽的なものに
縛られることなく、それこそ音色のコンビネ
ーション、楽器間の有機的な掛け合い、それ
はいわゆる音色旋律のような書法も用いてい
ます。
　吹奏楽はとりわけ大きな音楽のエネルギー
を伴うジャンルだと思いますが、吹奏楽でで
きること、吹奏楽でしか魅力が出せないよう
な作品を目指しました。これらの評価は演奏
者、聴衆の皆様の価値観に左右されるでしょ
うが、この作品から躍動していく何か音楽の
エネルギー、魂を感じ取って頂けたら幸いに
思います。

〔略歴と主な作品〕

江原 大介　えはら･だいすけ　1982年生まれ。東京

音楽大学作曲科卒業、桐朋学園大学研究科作曲専攻

修了。2008年第77回日本音楽コンクール第2位。こ

れまでに作曲を有馬礼子、池辺晋一郎、糀場富美子、

権代敦彦、安良岡章夫の各氏に、指揮を汐澤安彦氏

に師事。

主な作品：「ルーン」オーケストラのための、「夢の

傷跡」オーケストラのための、「エン+カウンター

バランス」テナー・リコーダーとチェロのための、

「架空の時/空間」など。
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◆課題曲楽譜・参考演奏ＣＤ・ＤＶＤの購入方法◆
〔Ⅰ〕16世紀のシャンソンによる変奏曲　〔Ⅱ〕コミカル★パレード

〔Ⅲ〕ネストリアン・モニュメント　〔Ⅳ〕マーチ「青空と太陽」
〔Ⅴ〕躍動する魂　〜吹奏楽のための（高大職一のみ）

◆品名・価格（送料・消費税込）
　①課題曲一式  ･････････  15,000円 （Ⅰ〜Ⅳのフルスコア、コンデンススコア、パート譜とＣＤ、ＤＶＤ）
　②課題曲一式＋Ⅴ  ･････  17,000円 （Ⅰ〜Ⅴのフルスコア、コンデンススコア、パート譜とＣＤ、ＤＶＤ）
　③ⅠⅡ楽譜････････････   6,000円 （ⅠⅡのフルスコア、コンデンススコア、パート譜）
　④ⅢⅣ楽譜 ･· ･････････   6,000円 （ⅢⅣのフルスコア、コンデンススコア、パート譜）
　⑤Ⅴ楽譜  ･････････････   3,000円 （Ⅴのフルスコア、コンデンススコア、パート譜）
　⑥ＣＤ  ･･･････････････   1,000円 （全5曲）
　⑦ＤＶＤ  ･････････････   2,500円 （全5曲の演奏と指揮）
　⑧フルスコア集  ････････  1,500円 （全5曲のフルスコアのみ1冊）
　　　　　　　　　　　　　⑥⑦の参考演奏は、東京佼成ウインドオーケストラ（指揮：ポール・メイエ）
◆購入方法

（1）巻末の郵便振替用紙に記入の上、合計金額を振り込んでください。なお、必ず郵便番号と住所を県名から
記入してください。記入漏れのある場合、読み取りづらい場合などは発送が遅れます。

（2）郵便局に備付けの郵便振替用紙を利用する場合は、口座番号「00160-8-4457」、加入者名「全日本吹奏楽
連盟」、「発送先の住所・氏名・電話番号」、通信欄に「希望品名と数量」を明記の上、合計金額を振り込んで
ください。

（3）発送は、2009年2月20日（予定）からとなります。
（4）発送先が学校の場合は学校名を明記してください。
（5）領収証が必要な場合は、払込票片のコピーと返信用封筒（80円切手貼付、住所・氏名を記入）を同封し
て請求してください。◆お問い合わせ  電話 03-3234-6028　ajb1886@cap.bekkoame.ne.jp（全日吹連）

◆編成表◆
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

Piccolo ● ● ● ● ● Timpani ● option ● ● ●
Flutes1.2 ● ● ● ● ● Snare Drum ● ● ● ●
Oboe ● option ● ● ●2 Bass Drum ● ● ● ● ●
Bassoon ● option ● ● ●2 Crash Cymbals ● ●
E♭Clarinet option option ● ● ● Suspended Cymbal ● ● ●
Clarinets1.2.3 ● ● ● ● ● Triangle ● ●
Alto Clarinet option option ● ● ● Tambourine ● ● ●
Bass Clarinet ● ● ● ● ● 3 Tom-toms ●
Alto Saxophones1.2 ● ● ● ● ● Tenor Drum ●
Tenor Saxophone ● ● ● ● ● Sleigh Bells ●
Baritone Saxophone ● ● ● ● ● Wind Chime ●
Trumpets1.2.3 ● ● ● ● ● Whip ●
Horns1.2.3 ● ● ● ● ● Antique Cymbals ●
Horn4 option option ● ● ● Tubular bells ●
Trombones1.2.3 ● ● ● ● ● Tam-tam ●
Euphonium ● ● ● ● ● Xylophone ● ● ● ●
Tuba ● ● ● ● ● Glockenspiel ● ● ●
String Bass ● option ● ● ● Vibraphone ●
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会議報告
理事会
7月16日（水）　東京・八重洲富士屋ホテル

協議事項
1．総会の反省
　●総会議事および全体協議会については、会
報「すいそうがく」2008. 7　No.178を参照。
　●全日吹連理事会の検討事項・決定事項につ
いては、全日吹連の理事・支部長から支部理事
会・会員連盟理事会へ、より一層の周知を図っ
ていく。

2 ．2009年度の全国大会支部代表数について
⑴ 参加団体数
　吹奏楽コンクール・マーチングコンテスト・
アンサンブルコンテストとも、会員連盟からの

「参加団体数報告書」により、参加団体（学校）
数を正確に把握する。加盟1団体から複数バン
ド・グループが出場した場合も、参加団体数は

「 1 」とする。

⑵ コンクール・マーチング・アンコンの代表数
（案）
　 1 ） コンクール「中学の部」「高校の部」「大

学の部」
　　 ①基礎数　コンクール中学・高校… 2 、コ

ンクール大学… 1 とする。
　　 ②基礎数に加え、「参加団体数」の多い支部

から、中・高は7支部を+1、大学は2支部
を+1とする。

　　 ③この「参加団体数」を「全国大会予選部
門の参加数」とすべきか、「それ以外も含め
た全参加数」とすべきかは、引き続き検討
していく（マーチング、コンクール職場・
一般の部も同様）。

　 2 ）マーチング「中学の部」「高校以上の部」
　　①基礎数を1とする。
　　 ②基礎数に加え、参加数により「14（＝25

−11）」を按分した数を加える。
　　 ③この方法を2009年度大会まで（この方式

で3年間）継続する。2010年度以降につい
て、支部で一定の参加数になった場合は、
基礎数を再検討する。

　 3 ）コンクール「職場・一般の部」　　　　
　　 ①基礎数を1とするか、2とするか検討する。

　　 ②この基礎数に、参加数による数を加える。
　　 ③開演は9時45分。前半13団体、後半13団

体が演奏する。全26団体で審査するか、「前
半・後半」に分けて審査するかを検討する。

　 4 ）アンコン
　　 ①「中学の部」「高校の部」「職場・一般の

部」…各支部2
　　②「大学の部」…各支部1

3 ．今後のアンサンブルコンテスト支部代表数
について
　2008年度の参加団体（学校）数を把握し、検
討していく。

4 ．公益法人改革について
　新法施行　　　2008年12月 1 日
　移行期間終了　2013年11月30日
　「公益社団法人」か「一般社団法人」か、全日
吹連がどちらを目指すかについて検討し、来年
度には方向を決め、申請をしていく。

5 ．秋季事業の審査員について
　理事・支部長より推薦された方々から依頼す
る方を三役会で決め、交渉していく。

お知らせ

●2008年度記念バッジデザイン決定
　吹奏楽コンクールなど、各全国大会の記念バ
ッジデザイン公募の結果、下記の作品が選ばれ
ました。

［入選］　藤原泰司（兵庫県尼崎市）
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.ラ
ヴ

ェ
ル

）
立

命
館

慶
祥

高
／

田
中

貴（
札

幌
）　

〔
Ⅳ

〕森
の

贈
り

物（
酒

井
格

）
北

海
道

札
幌

白
石

高
／

杉
村

光
雄（

札
幌

）　
〔

Ⅳ
〕「

交
響

曲
」よ

り（
矢

代
秋

雄
）

北
海

道
網

走
南

ヶ
丘

高
／

松
田

彰
光（

北
見

）　
〔

Ⅱ
〕ロ

ー
ザ

の
た

め
の

楽
章（

M
.キ

ャ
ン

プ
ハ

ウ
ス

）
北

海
道

室
蘭

清
水

丘
高

／
岡

野
圭

子（
日

胆
）　

〔
Ⅰ

〕バ
レ

エ
音

楽「
シ

ン
デ

レ
ラ

」よ
り（

S.
プ

ロ
コ

フ
ィ

エ
フ

）
市

立
函

館
高

／
稲

岡
満（

函
館

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
カ

ヴ
ァ

レ
リ

ア・
ル

ス
テ

ィ
カ

ー
ナ

」よ
り（

P.
マ

ス
カ

ー
ニ

）
北

海
道

札
幌

東
商

業
高

／
菅

原
克

弘（
札

幌
）　

〔
Ⅰ

〕空
中

都
市「

マ
チ

ュ
ピ

チ
ュ

」―
隠

さ
れ

た
太

陽
神

殿
の

謎（
八

木
澤

教
司

）
北

海
道

旭
川

凌
雲

高
／

吉
川

和
孝（

旭
川

）　
〔

Ⅲ
〕残

酷
メ

ア
リ

ー（
田

村
文

生
）

北
海

道
帯

広
三

条
高

／
島

田
聖

二（
帯

広
）　

〔
Ⅳ

〕「
交

響
曲

第
3番

」よ
り（

J.バ
ー

ン
ズ

）
北

海
道

稚
内

高
／

渋
江

浩
二（

稚
内

）　
〔

Ⅲ
〕組

曲「
ヴ

ァ
レ

ン
シ

ア
の

寡
婦

」よ
り（

A
.I.

ハ
チ

ャ
ト

ゥ
リ

ア
ン

）
北

海
道

留
萌

高
／

横
地

修（
留

萌
）　

〔
Ⅰ

〕歌
劇「

イ
ー

ゴ
リ

公
」よ

り（
A

.ボ
ロ

デ
ィ

ン
）

北
海

道
遠

軽
高

／
松

本
浩

司（
北

見
）　

〔
Ⅰ

〕交
響

詩「
ロ

ー
マ

の
祭

」よ
り（

O.
レ

ス
ピ

ー
ギ

）
北

海
道

帯
広

南
商

業
高

／
小

林
忠

弘（
帯

広
）　

〔
Ⅳ

〕吹
奏

楽
の

為
の

交
響

的
舞

曲「
月

の
宴

」（
矢

部
政

男
）

東
海

大
学

付
属

第
四

高
／

井
田

重
芳（

札
幌

）　
〔

Ⅲ
〕歌

劇「
ト

ゥ
ー

ラ
ン

ド
ッ

ト
」よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

北
海

道
室

蘭
栄

高
／

続
木

辰
也（

日
胆

）　
〔

Ⅰ
〕前

奏
曲

と
フ

ー
ガ

 変
ホ

長
調（

J.S
.バ

ッ
ハ

）
北

海
道

旭
川

商
業

高
／

佐
藤

淳（
旭

川
）　

〔
Ⅳ

〕3
つ

の
交

響
的

素
描「

海
」よ

り（
C.

ド
ビ

ュ
ッ

シ
ー

）
●
小
学
校

札
幌

市
立

北
の

沢
小

／
鹿

島
靖

夫（
札

幌
）　

ピ
ア

ノ
曲

集「
お

菓
子

の
世

界
」よ

り（
湯

山
昭

）
旭

川
市

立
忠

和
小

／
吉

岡
音

井（
旭

川
）　

ダ
コ

タ（
J.デ

=ハ
ー

ン
）

札
幌

市
立

共
栄

小
／

稲
田

義
人（

札
幌

）　
ロ

ス
・

ロ
イ（

J.デ
=ハ

ー
ン

）
旭

川
市

立
永

山
南

小
／

須
藤

愛（
旭

川
）　

レ
ッ

ド
・

ロ
ッ

ク・
キ

ャ
ニ

オ
ン（

R.
シ

ェ
ル

ド
ン

）
芽

室
町

立
芽

室
小

／
鈴

木
め

ぐ
み（

帯
広

）　
ス

ー
族

の
旋

律
に

よ
る

変
奏

曲（
J.プ

ロ
イ

ア
ー

）
釧

路
市

立
鶴

野
小

／
矢

尾
板

俊
雄（

釧
路

）　
交

響
詩「

ロ
ー

マ
の

松
」よ

り（
O.

レ
ス

ピ
ー

ギ
）

紋
別

市
立

紋
別

小
／

小
関

直
幸（

北
見

）　
デ

ィ
オ

ゲ
ネ

ス（
J.デ

=ハ
ー

ン
）

札
幌

市
立

琴
似

中
央

小
／

佐
藤

幸
平（

札
幌

）　
「

猫
」組

曲
よ

り（
C.

ヘ
イ

ゼ
ル

）
札

幌
市

立
山

鼻
小

／
道

光（
札

幌
）　

フ
ニ

ク
リ・

フ
ニ

ク
ラ

狂
詩

曲（
L.

デ
ン

ツ
ァ

）
美

唄
市

立
東

小
／

高
田

富
美

子（
空

知
）　

バ
レ

エ
組

曲「
コ

ッ
ペ

リ
ア

」よ
り（

L.
ド

リ
ー

ブ
）

遠
軽

町
立

南
小

／
上

杉
一

弘（
北

見
）　

ア
ロ

ウ
ェ

イ
の

物
語（

P.
グ

ラ
ハ

ム
）

帯
広

市
立

稲
田

小
／

増
田

典
靖（

帯
広

）　
オ

ペ
ラ

座
の

怪
人（

A
.ウ

ェ
ッ

バ
ー

）
苫

小
牧

市
立

緑
小

／
鈴

木
知

己（
日

胆
）　

ロ
ス

・
ロ

イ（
J.デ

=ハ
ー

ン
）

釧
路

市
立

美
原

小
／

鈴
木

淑
晴（

釧
路

）　
フ

ニ
ク

リ・
フ

ニ
ク

ラ
狂

詩
曲（

L.
デ

ン
ツ

ァ
）

函
館

市
立

青
柳

小
／

日
登

晶
子（

函
館

）　
デ

ィ
オ

ゲ
ネ

ス（
J.デ

=ハ
ー

ン
）
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北
斗

市
立

久
根

別
小

／
三

笠
裕

也（
函

館
）　

朝
鮮

民
謡

の
主

題
に

よ
る

変
奏

曲（
J.チ

ャ
ン

ス
）

留
萌

市
立

東
光

小
／

後
藤

仁
弘（

留
萌

）　
バ

ン
ド

の
た

め
の

民
話（

J.コ
ウ

デ
ィ

ル
）

木
古

内
町

立
木

古
内

小
／

野
原

一
郎（

函
館

）　
「

斑
鳩

の
空

」よ
り（

櫛
田
胅

之
扶

）
旭

川
市

立
永

山
西

小
／

与
板

和
成（

旭
川

）　
「

第
2組

曲
」よ

り（
A

.リ
ー

ド
）

札
幌

市
立

中
の

島
小

／
三

上
力（

札
幌

）　
グ

ッ
ド

・フ
レ

ン
ズ（

E.
サ

ル
ベ

ー
レ

）
上

富
良

野
町

立
上

富
良

野
小

／
甲

斐
由

絵（
旭

川
）　

ラ
プ

ソ
デ

ィ
ア（

R.
フ

ィ
ン

）
北

見
市

立
北

光
小

／
水

見
晴

海（
北

見
）　

ポ
ー

ト
レ

イ
ト・

オ
ブ

・
ア

・
シ

テ
ィ（

P.
ス

パ
ー

ク
）

遠
軽

町
立

東
小

／
外

川
範

幸（
北

見
）　

風
雅（

櫛
田
胅

之
扶

）
札

幌
市

立
屯

田
西

小
／

天
日

彰
子（

札
幌

）　
フ

ニ
ク

リ・
フ

ニ
ク

ラ
狂

詩
曲（

L.
デ

ン
ツ

ァ
）

岩
見

沢
市

立
第

一
小

／
金

澤
崇

宏（
空

知
）　

マ
ス

ク（
F.

マ
ク

ベ
ス

）
鷹

栖
町

立
鷹

栖
小

／
増

谷
徹（

旭
川

）　
ユ

ー
ト

ピ
ア（

J.デ
=ハ

ー
ン

）
●
中
学
校
C
編
成

江
別

市
立

中
央

中
／

武
部

昌
之（

札
幌

）　
喜

歌
劇「

ロ
シ

ア
の

皇
太

子
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
F.

レ
ハ

ー
ル

）
白

老
町

立
白

老
中

／
小

林
聡

子（
日

胆
）　

飛
鳥（

櫛
田
胅

之
扶

）
天

塩
町

立
天

塩
中

／
須

貝
雄

太
郎（

留
萌

）　
元

禄（
櫛

田
胅

之
扶

）
東

川
町

立
東

川
中

／
西

田
雅

恵（
旭

川
）　

バ
レ

エ
音

楽「
恋

は
魔

術
師

」よ
り（

M
.フ

ァ
リ

ャ
）

登
別

市
立

緑
陽

中
／

堂
坂

桃（
日

胆
）　

プ
ス

タ（
J.ヴ

ァ
ン

=デ
ル

=ロ
ー

ス
ト

）
豊

富
町

立
豊

富
中

／
山

本
智

絵（
稚

内
）　

ハ
ン

テ
ィ

ン
ド

ン・
セ

レ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン（
P.

ス
パ

ー
ク

）
森

町
立

森
中

／
明

戸
泰

子（
函

館
）　

元
禄（

櫛
田
胅

之
扶

）
帯

広
市

立
西

陵
中

／
阪

本
幸

子
郎（

帯
広

）　
元

禄（
櫛

田
胅

之
扶

）
赤

平
市

立
赤

平
中

／
池

田
好

美（
空

知
）　

吹
奏

楽
の

た
め

の
神

話
〜

天
の

岩
屋

戸
の

物
語

に
よ

る（
大

栗
裕

）
函

館
市

立
五

稜
中

／
高

橋
賢（

函
館

）　
日

本
の

旋
律

に
よ

る
三

つ
の

情
景（

櫛
田
胅

之
扶

）
足

寄
町

立
足

寄
中

／
斉

藤
真

寛（
帯

広
）　

コ
ラ

ー
ル

と
カ

プ
リ

チ
オ（

C.
ジ

ョ
バ

ン
ニ

ー
ニ

）
函

館
市

立
銭

亀
沢

中
／

鍵
谷

千
勢（

函
館

）　
「

斑
鳩

の
空

」よ
り（

櫛
田
胅

之
扶

）
北

海
道

教
育

大
学

附
属

釧
路

中
／

久
保

田
浩

文（
釧

路
）　

ケ
ル

ト
民

謡
に

よ
る

組
曲（

ケ
ル

ト
民

謡
）

北
海

道
教

育
大

学
附

属
函

館
中

／
嶋

田
歩（

函
館

）　
吹

奏
楽

の
た

め
の

太
神

楽（
小

山
清

茂
）

別
海

町
立

別
海

中
央

中
／

岩
口

善
則（

釧
路

）　
「

斑
鳩

の
空

」よ
り（

櫛
田
胅

之
扶

）
札

幌
市

立
陵

北
中

／
笹

木
陽

一（
札

幌
）　

ハ
ン

ガ
リ

ー
の

風
景（

B.
バ

ル
ト

ー
ク

）
旭

川
市

立
忠

和
中

／
金

井
学

久（
旭

川
）　

氷
河

特
急（

高
橋

伸
哉

）
美

幌
町

立
美

幌
中

／
友

定
明

博（
北

見
）　

ラ
イ

ト・
フ

ラ
イ

ヤ
ー（

高
橋

伸
哉

）
士

別
市

立
士

別
南

中
／

村
山

望（
名

寄
）　

か
け

ら
幻

想（
石

毛
里

佳
）

砂
川

市
立

石
山

中
／

若
松

正
昭（

空
知

）　
マ

ザ
ー

マ（
J.チ

ャ
ッ

タ
ウ

ェ
イ

）
遠

軽
町

立
南

中
／

高
橋

英
将（

北
見

）　
祈

り
と

ト
ッ

カ
ー

タ（
J.バ

ー
ン

ズ
）

江
別

市
立

大
麻

東
中

／
荒

木
亜

紀
子（

札
幌

）　
管

楽
器

の
た

め
の「

古
典

幻
想

曲
」（

伊
藤

康
英

）
芽

室
町

立
芽

室
西

中
／

真
鍋

英（
帯

広
）　

喜
歌

劇「
伯

爵
夫

人
マ

リ
ツ

ァ
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
E.

カ
ー

ル
マ

ン
）

函
館

市
立

潮
見

中
／

舘
田

聖
徳（

函
館

）　
柳

絮
の

舞（
福

島
弘

和
）

●
大
学
A
編
成

北
海

道
教

育
大

学
旭

川
校

／
鈴

木
貴

廣（
旭

川
）　

〔
Ⅲ

〕吹
奏

楽
の

た
め

の
フ

ァ
ン

タ
ジ

ー（
夏

田
鐘

甲
）

北
海

道
教

育
大

学
函

館
校

／
中

島
誠

一（
函

館
）　

〔
Ⅱ

〕「
GR

」よ
り

  
シ

ン
フ

ォ
ニ

ッ
ク・

セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

天
野

正
道

）
札

幌
大

学
／

今
井

敏
勝（

札
幌

）　
〔

Ⅲ
〕歌

劇「
雪

娘
」よ

り（
N

.A
.リ

ム
ス

キ
ー

=コ
ル

サ
コ

フ
）

釧
路

工
業

高
等

専
門

学
校

／
山

田
昌

尚（
釧

路
）　

〔
Ⅱ

〕ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル「

ミ
ス

・
サ

イ
ゴ

ン
」よ

り
（

C.
M

.シ
ェ

ー
ン

ベ
ル

ク
）

●
中
学
校
B
編
成

北
見

市
立

東
陵

中
／

高
橋

利
明（

北
見

）　
喜

歌
劇「

メ
リ

ー
・

ウ
ィ

ド
ウ

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

F.
レ

ハ
ー

ル
）

江
別

市
立

江
陽

中
／

星
野

満（
札

幌
）　

喜
歌

劇「
モ

ス
ク

ワ
の

チ
ェ

リ
ョ

ム
ー

シ
カ

」よ
り（

D.
シ

ョ
ス

タ
コ

ー
ヴ

ィ
チ

）
網

走
市

立
第

一
中

／
舟

橋
亜

紀
子（

北
見

）　
元

禄（
櫛

田
胅

之
扶

）
札

幌
市

立
稲

陵
中

／
山

下
賢

一（
札

幌
）　

仮
面

幻
想（

大
栗

裕
）

札
幌

市
立

北
野

中
／

三
浦

拓
朗（

札
幌

）　
組

曲「
ハ

ー
リ・

ヤ
ー

ノ
シ

ュ
」よ

り（
Z.

コ
ダ

ー
イ

）
旭

川
市

立
明

星
中

／
西

加
奈

子（
旭

川
）　

イ
ン

チ
ョ

ン（
R.

W
.ス

ミ
ス

）
稚

内
市

立
稚

内
南

中
／

和
田

浩（
稚

内
）　

喜
歌

劇「
メ

リ
ー

・
ウ

ィ
ド

ウ
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
F.

レ
ハ

ー
ル

）
伊

達
市

立
伊

達
中

／
内

山
勇

一（
日

胆
）　

ウ
ィ

ズ
・

ハ
ー

ト・
ア

ン
ド

・
ヴ

ォ
イ

ス（
D.

ギ
リ

ン
グ

ハ
ム

）
木

古
内

町
立

木
古

内
中

／
中

條
淳

也（
函

館
）　

喜
歌

劇「
伯

爵
夫

人
マ

リ
ツ

ァ
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン
（

E.
カ

ー
ル

マ
ン

）
石

狩
市

立
樽

川
中

／
諸

橋
征

爾（
札

幌
）　

朝
鮮

民
謡

の
主

題
に

よ
る

変
奏

曲（
J.チ

ャ
ン

ス
）

札
幌

市
立

平
岡

緑
中

／
牛

渡
裕

紀（
札

幌
）　

吹
奏

楽
の

た
め

の
木

挽
歌（

小
山

清
茂

）
羽

幌
町

立
羽

幌
中

／
田

岡
徹（

留
萌

）　
喜

歌
劇「

小
鳥

売
り

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

C.
ツ

ェ
ラ

ー
）

砂
川

市
立

砂
川

中
／

湯
浅

正
寛（

空
知

）　
仮

面
幻

想（
大

栗
裕

）
釧

路
町

立
富

原
中

／
齊

藤
貴

文（
釧

路
）　

七
五

三（
酒

井
格

）
江

別
市

立
第

一
中

／
深

谷
仁

史（
札

幌
）　

交
響

的
詩

曲「
走

れ
メ

ロ
ス

」（
福

島
弘

和
）

釧
路

市
立

大
楽

毛
中

／
久

保
田

稚
子（

釧
路

）　
交

響
的

詩
曲「

走
れ

メ
ロ

ス
」（

福
島

弘
和

）
帯

広
市

立
帯

広
第

二
中

／
井

口
観

慈（
帯

広
）　

「
ダ

ン
テ

の
神

曲
」よ

り（
R.

W
.ス

ミ
ス

）
岩

見
沢

市
立

東
光

中
／

板
摺

英
充（

空
知

）　
呪

文
と

踊
り（

J.チ
ャ

ン
ス

）
帯

広
市

立
緑

園
中

／
久

保
睦

則（
帯

広
）　

「
お

ほ
な

ゐ
」〜

19
95

.1.
17

. 阪
神

淡
路

大
震

災
へ

の
オ

マ
ー

ジ
ュ

〜（
天

野
正

道
）

上
富

良
野

町
立

上
富

良
野

中
／

山
口

清
司（

旭
川

）　
マ

ゼ
ラ

ン
の

未
知

な
る

大
陸

へ
の

挑
戦（

樽
屋

雅
徳

）
札

幌
市

立
向

陵
中

／
藤

本
尚

人（
札

幌
）　

吹
奏

楽
の

た
め

の
神

話
〜

天
の

岩
屋

戸
の

物
語

に
よ

る（
大

栗
裕

）
●
職
場
C
編
成

ヤ
マ

ハ
ミ

ュ
ー

ジ
ッ

ク
北

海
道

吹
奏

楽
団

／
大

泉
徹（

札
幌

）　
バ

ン
ド

の
た

め
の

民
話（

J.コ
ウ

デ
ィ

ル
）

●
一
般
C
編
成

川
上

シ
ン

フ
ォ

ニ
ア

・
ウ

ィ
ン

ド
・

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

／
加

賀
谷

直
樹（

釧
路

）　
喜

歌
劇「

ジ
プ

シ
ー

男
爵

」序
曲（

J.シ
ュ

ト
ラ

ウ
ス

）
帯

広
吹

奏
楽

団
／

織
田

雅
徳（

帯
広

）　
民

話
的

詩
曲（

岩
井

直
}

）
高

橋
水

産
吹

奏
楽

団
kl

in
ge

n
／

大
島

清
之（

札
幌

）　
喜

歌
劇「

メ
リ

ー
・

ウ
ィ

ド
ウ

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

F.
レ

ハ
ー

ル
）

名
寄

吹
奏

楽
団

／
鷲

見
隆

幸（
名

寄
）　

「
異

国
」よ

り（
M

.モ
シ

ュ
コ

フ
ス

キ
ー

）
グ

リ
ー

ン
・

ヒ
ル

吹
奏

楽
団

／
野

村
啓

介（
空

知
）　

ア
ル

カ
ナ（

K
.ハ

ウ
ベ

ン
）

美
幌

吹
奏

楽
団

／
牛

島
義

蔵（
北

見
）　

「
交

響
曲

第
2番

」よ
り（

M
.ア

ー
ノ

ル
ド

）
う

ら
か

わ
町

民
吹

奏
楽

団
／

中
村

紳
一（

日
胆

）　
プ

リ
オ

シ
ン

コ
ー

ス
ト

の
幻

想（
福

島
和

弘
）

留
萌

市
民

吹
奏

楽
団

／
鳥

越
浩

一（
留

萌
）　

イ
グ

ニ
ス

の
宴（

石
毛

里
佳

）

Th
e☆

Pl
ea

su
re

  B
ra

ss
／

菱
沼

一
哉（

函
館

）　
「

14
の

バ
ガ

テ
ル

」よ
り（

B.
バ

ル
ト

ー
ク

）
●
一
般
B
編
成

芦
別

市
民

吹
奏

楽
団

／
石

黒
政

司（
空

知
）　

パ
ン

チ
ネ

ロ（
A

.リ
ー

ド
）

帯
北

吹
奏

楽
団

／
廣

野
貢

次（
帯

広
）　

喜
歌

劇「
微

笑
み

の
国

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

F.
レ

ハ
ー

ル
）

札
幌

ハ
ー

モ
ニ

ー
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
／

鹿
討

譲
二（

札
幌

）　
バ

レ
エ

音
楽「

四
季

」よ
り

  秋
（

A
.グ

ラ
ズ

ノ
フ

）
士

別
吹

奏
楽

団
／

玉
田

悟（
名

寄
）　

セ
レ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

〜
サ

ン
=サ

ー
ン

ス
の

主
題

に
よ

る
〜

（
J.カ

ー
ナ

ウ
）

苫
小

牧
市

民
吹

奏
楽

団
／

石
岡

健（
日

胆
）　

シ
ン

フ
ォ

ニ
ア・

フ
ェ

ス
テ

ィ
ー

ヴ
ァ（

A
.ラ

ニ
ン

グ
）

釧
路

シ
ン

フ
ォ

ニ
ッ

ク
バ

ン
ド

／
堀

内
俊

一
郎（

釧
路

）　
吹

奏
楽

の
た

め
の

交
響

詩「
ぐ

る
り

よ
ざ

」よ
り（

伊
藤

康
英

）
遠

軽
青

少
年

吹
奏

楽
団

／
今

井
成

実（
北

見
）　

ド
ラ

ゴ
ン

の
年（

P.
ス

パ
ー

ク
）

●
職
場
A
編
成

六
花

亭
管

楽
器

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

／
太

田
究（

帯
広

）　
〔

Ⅳ
〕す

べ
て

の
答

え（
清

水
大

輔
）

●
一
般
A
編
成

旭
川

シ
ビ

ッ
ク

ウ
イ

ン
ド

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

／
泉

修（
旭

川
）　

〔
Ⅳ

〕「
ダ

ン
ス

・
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
」よ

り（
P.

ス
パ

ー
ク

）
上

磯
吹

奏
楽

団
／

高
橋

徹（
函

館
）　

〔
Ⅰ

〕歌
劇「

カ
ヴ

ァ
レ

リ
ア・

ル
ス

テ
ィ

カ
ー

ナ
」よ

り（
P.

マ
ス

カ
ー

ニ
）

創
価

学
会

北
海

道
吹

奏
楽

団
／

甘
粕

宏
和（

日
胆

）　
〔

Ⅲ
〕シ

ダ
ス（

T
.ド

ス
）

北
見

吹
奏

楽
団

／
松

田
彰

光（
北

見
）　

〔
Ⅰ

〕「
シ

ン
フ

ォ
ニ

ア
・タ

プ
カ

ー
ラ

」よ
り（

伊
福

部
昭

）
ウ

イ
ン

ド
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
  ド

ゥ・
ノ

ー
ル

／
仲

田
守（

札
幌

）　
〔

Ⅴ
〕「

パ
ロ

デ
ィ

組
曲

」よ
り（

S.
ブ

ラ
イ

ア
ン

ト
）

滝
川

市
民

吹
奏

楽
団

／
鷲

尾
昌

法（
空

知
）　

〔
Ⅰ

〕エ
ル

・
サ

ロ
ン

・
メ

ヒ
コ（

A
.コ

ー
プ

ラ
ン

ド
）

釧
路

吹
奏

楽
団

／
柿

山
英

晴（
釧

路
）　

〔
Ⅰ

〕吹
奏

楽
の

為
の

交
響

的
舞

曲「
月

の
宴

」（
矢

部
政

男
）

第
5
1
回
東
北
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

8月
30

日
㈯

・
31

日
㈰

 …
 東

京
エ

レ
ク

ト
ロ

ン
ホ

ー
ル

宮
城

9月
13

日
㈯

・
14

日
㈰

 …
 秋

田
県

民
会

館

●
高
等
学
校
の
部

仙
台

高
／

保
科

雅
己（

宮
城

）　
〔

Ⅰ
〕ド

ナ
・

ノ
ビ

ス
・

パ
ー

チ
ェ

ム（
M

.エ
レ

ビ
ー

）
福

島
県

立
須

賀
川

桐
陽

高
／

田
母

神
貞

子（
福

島
）　

〔
Ⅳ

〕楽
劇「

サ
ロ

メ
」よ

り（
R.

シ
ュ

ト
ラ

ウ
ス

）
青

森
県

立
三

沢
商

業
高

／
葛

西
悟（

青
森

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
ト

ス
カ

」第
3幕

よ
り（

G.
プ

ッ
チ

ー
ニ

）
岩

手
県

立
盛

岡
北

高
／

佐
々

木
香

織（
岩

手
）　

〔
Ⅰ

〕バ
レ

エ
音

楽「
シ

ン
デ

レ
ラ

」よ
り（

S.
プ

ロ
コ

フ
ィ

エ
フ

）
秋

田
県

立
横

手
高

／
細

井
大

成（
秋

田
）　

〔
Ⅲ

〕歌
劇「

金
鶏

」よ
り（

N
.A

.リ
ム

ス
キ

ー
=コ

ル
サ

コ
フ

）
東

海
大

学
山

形
高

／
大

沼
智

幸（
山

形
）　

〔
Ⅳ

〕交
響

詩「
ド

ン
・フ

ァ
ン

」（
R.

シ
ュ

ト
ラ

ウ
ス

）
福

島
県

立
原

町
高

／
大

須
賀

芳
雄（

福
島

）　
〔

Ⅰ
〕交

響
詩「

ド
ン・

フ
ァ

ン
」（

R.
シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
）

宮
城

県
泉

館
山

高
／

細
倉

博（
宮

城
）　

〔
Ⅲ

〕交
響

組
曲「

寄
港

地
」よ

り（
J.イ

ベ
ー

ル
）

青
森

県
立

八
戸

商
業

高
／

小
笠

原
伸

二（
青

森
）　

〔
Ⅲ

〕科
戸

の
鵲

巣
―

吹
奏

楽
の

た
め

の
祝

典
序

曲（
中

橋
愛

生
）
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鶴
岡

東
高

／
森

木
茂（

山
形

）　
〔

Ⅰ
〕ハ

ン
ガ

リ
ー

民
謡「

く
じ

ゃ
く

」に
よ

る
変

奏
曲（

Z.
コ

ダ
ー

イ
）

岩
手

県
立

盛
岡

第
三

高
／

昆
靖

智（
岩

手
）　

〔
Ⅲ

〕歌
劇「

ト
ゥ

ー
ラ

ン
ド

ッ
ト

」よ
り（

G.
プ

ッ
チ

ー
ニ

）
秋

田
県

立
湯

沢
高

／
小

西
由

美
子（

秋
田

）　
〔

Ⅱ
〕「

交
響

曲
」よ

り（
矢

代
秋

雄
）

山
形

県
立

鶴
岡

南
高

／
蛸

井
朗（

山
形

）　
〔

Ⅲ
〕鳳

凰
が

舞
う（

真
島

俊
夫

）
東

北
学

院
榴

ケ
岡

高
／

最
上

巌（
宮

城
）　

〔
Ⅰ

〕交
響

曲
第

2番
「

キ
リ

ス
ト

の
受

難
」よ

り（
F.

フ
ェ

ラ
ン

）
秋

田
県

立
横

手
清

陵
学

院
中

・
高

／
高

橋
直

樹（
秋

田
）　

〔
Ⅰ

〕エ
ク

ス
ト

リ
ー

ム
・

メ
イ

ク・
オ

ー
ヴ

ァ
ー（

J.デ
=メ

イ
）

岩
手

県
立

黒
沢

尻
北

高
／

菅
野

純（
岩

手
）　

〔
Ⅰ

〕「
プ

ラ
ハ

の
た

め
の

音
楽

19
68

」よ
り（

K
.フ

ー
サ

）
青

森
山

田
中

・
高

／
尾

ヶ
瀬

大
樹（

青
森

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
ラ

・
ボ

エ
ー

ム
」よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

福
島

県
立

平
商

業
高

／
橋

本
葉

司（
福

島
）　

〔
Ⅱ

〕管
弦

楽
の

た
め

の
舞

踊
詩「

ラ
・

ヴ
ァ

ル
ス

」
（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

秋
田

県
立

秋
田

南
高

／
阿

部
智

博（
秋

田
）　

〔
Ⅲ

〕管
弦

楽
の

た
め

の
饗

宴（
黛

敏
郎

）
聖

ウ
ル

ス
ラ

学
院

英
智

高
／

及
川

博
暁（

宮
城

）　
〔

Ⅱ
〕バ

レ
エ

音
楽「

中
国

の
不

思
議

な
役

人
」

よ
り（

B.
バ

ル
ト

ー
ク

）
福

島
県

立
湯

本
高

／
藤

林
二

三
夫（

福
島

）　
〔

Ⅱ
〕バ

レ
エ

音
楽「

中
国

の
不

思
議

な
役

人
」よ

り
（

B.
バ

ル
ト

ー
ク

）
青

森
県

立
青

森
東

高
／

辻
村

誠
彦（

青
森

）　
〔

Ⅱ
〕シ

ダ
ス（

T
.ド

ス
）

山
形

県
立

山
形

中
央

高
／

佐
藤

誠
基（

山
形

）　
〔

Ⅰ
〕…

そ
し

て
ど

こ
に

も
山

の
姿

は
な

い（
J.シ

ュ
ワ

ン
ト

ナ
ー

）
専

修
大

学
北

上
高

／
高

橋
博

憲（
岩

手
）　

〔
Ⅰ

〕宇
宙

の
音

楽（
P.

ス
パ

ー
ク

）
●
特
別
演
奏

福
島

県
立

磐
城

高
／

根
本

直
人（

福
島

）　
交

響
的

詩
曲「

蜘
蛛

の
糸

」（
福

島
弘

和
）、

サ
ン

チ
ェ

ス
の

子
供

た
ち（

C.
マ

ン
ジ

ョ
ー

ネ
）、

Y
O

U
N

GM
A

N―
Y

M
CA

―（
J.モ

ラ
リ

）
●
中
学
校
の
部

仙
台

市
立

八
軒

中
／

高
田

志
穂（

宮
城

）　
〔

Ⅱ
〕バ

レ
エ

音
楽「

チ
ェ

ッ
ク

メ
イ

ト
」よ

り（
A

.ブ
リ

ス
）

湯
沢

市
立

湯
沢

南
中

／
藤

川
洋（

秋
田

）　
〔

Ⅲ
〕管

弦
楽

組
曲「

第
六

の
幸

福
を

も
た

ら
す

宿
」よ

り（
M

.ア
ー

ノ
ル

ド
）

青
森

市
立

佃
中

／
矢

崎
正

章（
青

森
）　

〔
Ⅱ

〕歌
劇「

カ
ヴ

ァ
レ

リ
ア

・
ル

ス
テ

ィ
カ

ー
ナ

」よ
り

（
P.

マ
ス

カ
ー

ニ
）

岩
手

大
学

教
育

学
部

附
属

中
／

星
和

子（
岩

手
）　

〔
Ⅰ

〕「
GR

」よ
り

  
シ

ン
フ

ォ
ニ

ッ
ク・

セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

天
野

正
道

）
鶴

岡
市

立
鶴

岡
第

一
中

／
阿

部
由

利（
山

形
）　

〔
Ⅲ

〕喜
歌

劇「
伯

爵
夫

人
マ

リ
ツ

ァ
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
E.

カ
ー

ル
マ

ン
）

須
賀

川
市

立
第

一
中

／
吉

田
衛（

福
島

）　
〔

Ⅳ
〕交

響
詩「

ロ
ー

マ
の

祭
」よ

り（
O.

レ
ス

ピ
ー

ギ
）

山
形

市
立

第
六

中
／

小
川

由
紀（

山
形

）　
〔

Ⅰ
〕「

ス
ペ

イ
ン

狂
詩

曲
」よ

り（
M

.ラ
ヴ

ェ
ル

）
八

幡
平

市
立

西
根

中
／

吉
田

哲（
岩

手
）　

〔
Ⅱ

〕喜
歌

劇「
モ

ス
ク

ワ
の

チ
ェ

リ
ョ

ム
ー

シ
カ

」よ
り

（
D.

シ
ョ

ス
タ

コ
ー

ヴ
ィ

チ
）

南
相

馬
市

立
小

高
中

／
諸

井
元（

福
島

）　
〔

Ⅰ
〕「

ス
ペ

イ
ン

奇
想

曲
」よ

り（
N

.A
.リ

ム
ス

キ
ー

=コ
ル

サ
コ

フ
）

仙
台

市
立

向
陽

台
中

／
針

生
優（

宮
城

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
カ

ヴ
ァ

レ
リ

ア
・

ル
ス

テ
ィ

カ
ー

ナ
」よ

り
（

P.
マ

ス
カ

ー
ニ

）
湯

沢
市

立
湯

沢
北

中
／

大
沼

由
和（

秋
田

）　
〔

Ⅱ
〕大

い
な

る
約

束
の

大
地

〜
チ

ン
ギ

ス
・

ハ
ー

ン
（

鈴
木

英
史

）

十
和

田
市

立
三

本
木

中
／

千
葉

晋（
青

森
）　

〔
Ⅲ

〕管
弦

楽
組

曲「
第

六
の

幸
福

を
も

た
ら

す
宿

」
よ

り（
M

.ア
ー

ノ
ル

ド
）

一
関

市
立

一
関

中
／

熊
谷

順
子（

岩
手

）　
〔

Ⅰ
〕仮

面
幻

想（
大

栗
裕

）
相

馬
市

立
中

村
第

一
中

／
松

本
朋

子（
福

島
）　

〔
Ⅱ

〕「
ス

ペ
イ

ン
狂

詩
曲

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

む
つ

市
立

大
平

中
／

佐
藤

恵（
青

森
）　

〔
Ⅰ

〕ア
イ

ヌ
民

謡「
イ

ヨ
マ

ン
テ

」の
主

題
に

よ
る

変
奏

曲
（

福
島

弘
和

）
秋

田
市

立
山

王
中

／
木

内
恒（

秋
田

）　
〔

Ⅰ
〕デ

ィ
オ

ニ
ソ

ス
の

祭（
F.

シ
ュ

ミ
ッ

ト
）

鶴
岡

市
立

鶴
岡

第
三

中
／

佐
藤

輝
子（

山
形

）　
〔

Ⅰ
〕元

禄（
櫛

田
胅

之
扶

）
仙

台
市

立
北

仙
台

中
／

高
橋

浩
史（

宮
城

）　
〔

Ⅲ
〕「

交
響

的
舞

曲
」よ

り（
S.

ラ
フ

マ
ニ

ノ
フ

）
仙

台
市

立
中

山
中

／
佐

藤
啓

子（
宮

城
）　

〔
Ⅰ

〕喜
歌

劇「
伯

爵
夫

人
マ

リ
ツ

ァ
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン
（

E.
カ

ー
ル

マ
ン

）
秋

田
市

立
飯

島
中

／
村

田
邦

夫（
秋

田
）　

〔
Ⅳ

〕青
い

水
平

線（
F.

チ
ェ

ザ
リ

ー
ニ

）
山

形
市

立
第

三
中

／
石

井
均（

山
形

）　
〔

Ⅱ
〕「

三
つ

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス

ム
」よ

り（
真

島
俊

夫
）

相
馬

市
立

向
陽

中
／

北
野

英
樹（

福
島

）　
〔

Ⅰ
〕バ

レ
エ

音
楽「

ダ
フ

ニ
ス

と
ク

ロ
エ

」第
2組

曲
よ

り（
M

.ラ
ヴ

ェ
ル

）
盛

岡
市

立
北

陵
中

／
高

橋
邦

子（
岩

手
）　

〔
Ⅳ

〕二
つ

の
交

響
的

断
章（

V
.ネ

リ
ベ

ル
）

黒
石

市
立

黒
石

中
／

鳴
海

憲
孝（

青
森

）　
〔

Ⅰ
〕鳳

凰
〜

仁
愛

鳥
譜（

鈴
木

英
史

）
大

仙
市

立
大

曲
中

／
鈴

木
幸

栄（
秋

田
）　

〔
Ⅱ

〕科
戸

の
鵲

巣
―

吹
奏

楽
の

た
め

の
祝

典
序

曲（
中

橋
愛

生
）

●
小
学
校
の
部

仙
台

市
立

南
材

木
町

小
／

千
葉

敏
弘（

宮
城

）　
絵

の
な

い
絵

本（
改

訂
版

）（
樽

屋
雅

徳
）

由
利

本
荘

市
立

新
山

小
／

運
藤

良
和（

秋
田

）　
は

と
ポ

ッ
ポ

の
世

界
旅

行
！

PO
PP

O 
 P

OP
PO

（
杉

浦
邦

弘
）

会
津

若
松

市
立

城
北

小
／

山
本

由
美

子（
福

島
）　

大
地

と
水

と
火

と
空

の
歌（

R.
W

.ス
ミ

ス
）

滝
沢

村
立

鵜
飼

小
／

山
崎

愛（
岩

手
）　

美
女

と
野

獣（
A

.メ
ン

ケ
ン

）
長

井
市

立
長

井
小

／
豊

島
大

輔（
山

形
）　

星
の

眠
る

と
こ

ろ（
R.

フ
ォ

ー
ド

）
八

戸
市

立
長

者
小

／
木

村
範

子（
青

森
）　

天
空

へ
の

挑
戦（

R.
W

.ス
ミ

ス
）

い
わ

き
市

立
植

田
小

／
永

井
公（

福
島

）　
喜

歌
劇「

小
鳥

売
り

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

C.
ツ

ェ
ラ

ー
）

山
形

市
立

鈴
川

小
／

松
田

智
子（

山
形

）　
プ

レ
リ

ュ
ー

ド
、シ

チ
リ

ア
ー

ノ
と

ロ
ン

ド（
M

.ア
ー

ノ
ル

ド
）

湯
沢

市
立

湯
沢

西
小

／
高

橋
清（

秋
田

）　
「

ム
ー

ア
サ

イ
ド

組
曲

」よ
り（

G.
ホ

ル
ス

ト
）

岩
手

大
学

教
育

学
部

附
属

小
／

菊
池

真
理

子（
岩

手
）　

オ
ペ

ラ
テ

ィ
カ（

J.L
.ホ

ゼ
イ

）
仙

台
市

立
向

陽
台

小
／

山
根

斉（
宮

城
）　

ラ
プ

ン
ツ

ェ
ル（

B.
ア

ッ
ペ

ル
モ

ン
ト

）
む

つ
市

立
大

平
小

／
扇

谷
欣

展（
青

森
）　

祝
典

の
た

め
の

音
楽（

P.
ス

パ
ー

ク
）

山
形

市
立

南
小

／
武

山
和

子（
山

形
）　

梁
塵

秘
抄

―
熊

野
古

道
の

幻
想

―（
福

島
弘

和
）

盛
岡

市
立

城
北

小
／

田
中

克
徳（

岩
手

）　
喜

歌
劇「

ロ
シ

ア
の

皇
太

子
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
F.

レ
ハ

ー
ル

）
い

わ
き

市
立

錦
小

／
小

倉
喜

久
夫（

福
島

）　
フ

ニ
ク

リ・
フ

ニ
ク

ラ
狂

詩
曲（

L.
デ

ン
ツ

ァ
）

美
郷

町
立

六
郷

小
／

渡
邊

圭
子（

秋
田

）　
水

平
線

の
彼

方
へ（

T
.O

.ベ
ア

マ
ン

）
む

つ
市

立
苫

生
小

／
西

川
正

之（
青

森
）　

歌
劇「

サ
ム

ソ
ン

と
デ

リ
ラ

」よ
り（

C.
サ

ン
=サ

ー
ン

ス
）

栗
原

市
立

築
館

小
／

鎌
田

真
樹（

宮
城

）　
マ

ル
バ

ー
ン

組
曲（

P.
ス

パ
ー

ク
）

●
高
等
学
校
小
編
成
の
部

青
森

県
立

青
森

西
高

／
宇

恵
野

直
人（

青
森

）　
「

ス
ペ

イ
ン

組
曲

」よ
り（

E.
レ

ク
オ

ー
ナ

）
福

島
県

立
双

葉
高

／
兼

田
一

男（
福

島
）　

バ
レ

エ
組

曲「
コ

ッ
ペ

リ
ア

」よ
り（

L.
ド

リ
ー

ブ
）

秋
田

県
立

大
館

高
／

平
山

み
ど

り（
秋

田
）　

「
In

to
  S

pa
ce

〜
大

宇
宙（

お
お

ぞ
ら

）へ
」よ

り（
田

中
賢

）

山
形

県
立

左
沢

高
／

工
藤

吉
隆（

山
形

）　
ウ

ィ
ズ

・
ハ

ー
ト・

ア
ン

ド
・

ヴ
ォ

イ
ス（

D.
ギ

リ
ン

グ
ハ

ム
）

宮
城

県
古

川
工

業
高

／
松

本
尚

樹（
宮

城
）　

朝
鮮

民
謡

の
主

題
に

よ
る

変
奏

曲（
J.チ

ャ
ン

ス
）

岩
手

県
立

大
槌

高
／

金
丸

元（
岩

手
）　

ア
ウ

ェ
イ

デ
イ（

A
.ゴ

ー
ブ

）
宮

城
県

仙
台

第
一

高
／

菅
野

淳
一（

宮
城

）　
プ

ロ
メ

テ
ウ

ス
の

雅
歌（

鈴
木

英
史

）
岩

手
県

立
遠

野
高

／
岩

渕
公

夫（
岩

手
）　

星
の

王
子

さ
ま（

樽
屋

雅
徳

）
青

森
県

立
三

戸
高

／
杉

沢
信

幸（
青

森
）　

メ
ト

ロ
プ

レ
ッ

ク
ス（

R.
シ

ェ
ル

ド
ン

）
帝

京
安

積
高

／
菊

池
元（

福
島

） 
姫

雅
舞（

櫛
田
胅

之
扶

）
秋

田
県

立
雄

物
川

高
／

大
滝

慎（
秋

田
）　

喜
歌

劇「
こ

う
も

り
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
J.シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
）

山
形

県
立

天
童

高
／

平
尾

孝
一（

山
形

）　
組

曲「
ハ

ー
リ・

ヤ
ー

ノ
シ

ュ
」よ

り（
Z.

コ
ダ

ー
イ

）
●
大
学
の
部

山
形

大
学

／
佐

藤
健

太（
山

形
）　

〔
Ⅰ

〕太
陽

へ
の

讃
歌

―
大

地
の

鼓
動（

八
木

澤
教

司
）

秋
田

大
学

／
新

田
啓

輔（
秋

田
）　

〔
Ⅰ

〕ラ
・

マ
ン

チ
ャ

の
地

に
て（

F.
フ

ェ
ラ

ン
）

盛
岡

大
学

／
飯

島
隆（

岩
手

）　
〔

Ⅰ
〕「

交
響

曲
第

1番
」よ

り（
V

.カ
リ

ニ
コ

フ
）

東
北

福
祉

大
学

／
松

崎
泰

賢（
宮

城
）　

〔
Ⅴ

〕「
優

位
な

曲
線

」―
ヴ

ァ
シ

リ
ー

・
カ

ン
デ

ィ
ン

ス
キ

ー
に

寄
せ

て（
八

木
澤

教
司

）
福

島
工

業
高

等
専

門
学

校
／

市
島

徹（
福

島
）　

〔
Ⅴ

〕「
エ

ニ
グ

マ
変

奏
曲

」よ
り（

E.
エ

ル
ガ

ー
）

弘
前

大
学

／
北

林
慶

太（
青

森
）　

〔
Ⅰ

〕鳳
凰

が
舞

う（
真

島
俊

夫
）

●
中
学
校
小
編
成
の
部

郡
山

市
立

郡
山

第
四

中
／

加
藤

喜
代

子（
福

島
）　

吹
奏

楽
の

た
め

の
音

詩「
輝

き
の

海
へ

」（
八

木
澤

教
司

）
奥

州
市

立
江

刺
第

一
中

／
菅

原
志

保（
岩

手
）　

「
オ

セ
ロ

」よ
り（

A
.リ

ー
ド

）
七

戸
町

立
七

戸
中

／
谷

口
実（

青
森

）　
春

の
喜

び
に（

J.ス
ウ

ェ
ア

リ
ン

ジ
ェ

ン
）

鶴
岡

市
立

鶴
岡

第
二

中
／

佐
藤

佳
絵（

山
形

）　
喜

歌
劇「

伯
爵

夫
人

マ
リ

ツ
ァ

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン

（
E.

カ
ー

ル
マ

ン
）

仙
台

市
立

南
光

台
中

／
岩

倉
一

治（
宮

城
）　

喜
歌

劇「
ロ

シ
ア

の
皇

太
子

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

F.
レ

ハ
ー

ル
）

五
城

目
町

立
五

城
目

第
一

中
／

加
藤

剛（
秋

田
）　

喜
歌

劇「
伯

爵
夫

人
マ

リ
ツ

ァ
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン
（

E.
カ

ー
ル

マ
ン

）
花

巻
市

立
湯

本
中

／
菅

原
広

人（
岩

手
）　

喜
歌

劇「
伯

爵
夫

人
マ

リ
ツ

ァ
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
E.

カ
ー

ル
マ

ン
）

山
形

市
立

金
井

中
／

和
田

眞
紀

子（
山

形
）　

歌
劇「

マ
ク

ベ
ス

」よ
り（

G.
ヴ

ェ
ル

デ
ィ

）
美

郷
町

立
千

畑
中

／
藤

沢
和

弘（
秋

田
）　

喜
び

の
島（

C.
ド

ビ
ュ

ッ
シ

ー
）

六
戸

町
立

七
百

中
／

秋
元

辰
一（

青
森

）　
呪

文
と

踊
り（

J.チ
ャ

ン
ス

）
い

わ
き

市
立

勿
来

第
一

中
／

鵜
沼

勇
雄（

福
島

）　
「

マ
・

メ
ー

ル
・

ロ
ワ

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

仙
台

市
立

寺
岡

中
／

吉
田

知
彦（

宮
城

）　
喜

歌
劇「

伯
爵

夫
人

マ
リ

ツ
ァ

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

E.
カ

ー
ル

マ
ン

）
●
職
場
の
部

JR
東

日
本

東
北

吹
奏

楽
団

／
川

村
浩

一（
宮

城
）　

〔
Ⅰ

〕万
霊

節（
R.

シ
ュ

ト
ラ

ウ
ス

）
●
一
般
の
部

名
取

交
響

吹
奏

楽
団

／
近

藤
久

敦（
宮

城
）　

〔
Ⅴ

〕プ
ラ

ト
ン

の
洞

窟
か

ら
の

脱
出（

S.
メ

リ
ロ

）
秋

田
吹

奏
楽

団
／

佐
藤

正
人（

秋
田

）　
〔

Ⅰ
〕「

沈
黙

の
地

球
〜

レ
イ

チ
ェ

ル・
カ

ー
ソ

ン
に

捧
ぐ

〜
」

よ
り（

阿
部

勇
一

）
寒

河
江

吹
奏

楽
団

／
佐

藤
誠

基（
山

形
）　

〔
Ⅲ

〕組
曲「

ハ
ー

リ・
ヤ

ー
ノ

シ
ュ

」よ
り（

Z.
コ

ダ
ー

イ
）

み
な

み
吹

奏
楽

団
／

高
橋

賢（
岩

手
）　

〔
Ⅴ

〕「
ひ

た
か

の
大

地
に

」〜
母

な
る

北
上

川
の

記
憶（

八
木

澤
教

司
）
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フ
ィ

ー
ル

・
ウ

イ
ン

ド
・

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

／
西

村
友（

福
島

）　
〔

Ⅳ
〕「

交
響

曲
」よ

り（
矢

代
秋

雄
）

弘
前

市
吹

奏
楽

団
／

西
谷

龍
彦（

青
森

）　
〔

Ⅴ
〕プ

ラ
ト

ン
の

洞
窟

か
ら

の
脱

出（
S.

メ
リ

ロ
）

横
手

吹
奏

楽
団

／
宮

澤
壽

晴（
秋

田
）　

〔
Ⅰ

〕交
響

曲
第

2番
「

キ
リ

ス
ト

の
受

難
」よ

り（
F.

フ
ェ

ラ
ン

）
泉

シ
ン

フ
ォ

ニ
ッ

ク
ウ

ィ
ン

ド
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
／

荒
井

富
雄（

宮
城

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
ト

ス
カ

」第
3

幕
よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

吹
奏

楽
団「

凛
」／

佐
藤

悟（
福

島
）　

〔
Ⅰ

〕波
の

通
り

道（
酒

井
格

）
米

沢
吹

奏
楽

愛
好

会
／

遠
藤

敏
男（

山
形

）　
〔

Ⅲ
〕喜

歌
劇「

メ
リ

ー
・

ウ
ィ

ド
ウ

」フ
ァ

ン
タ

ジ
ア

（
F.

レ
ハ

ー
ル

）
盛

岡
シ

テ
ィ

ブ
ラ

ス
／

奥
山

泰
三（

岩
手

）　
〔

Ⅴ
〕コ

ル
ド

バ
の

メ
ス

キ
ー

タ（
J.ジ

ル
ー

）
青

森
吹

奏
楽

団
／

四
ッ

谷
光

幸（
青

森
）　

〔
Ⅰ

〕写
楽（

髙
橋

伸
哉

）
Ｎ

Ｇ
吹

奏
楽

団
／

中
野

晃
太

郎（
秋

田
）　

〔
Ⅱ

〕ラ
・フ

ォ
ル

ム
・ド

ゥ・
シ

ャ
ク・

ア
ム

ー
ル

・
シ

ャ
ン

ジ
ュ

・コ
ム

・
ル

・
カ

レ
イ

ド
ス

コ
ー

プ（
天

野
正

道
）

●
特
別
演
奏

大
曲

吹
奏

楽
団

／
小

塚
類（

秋
田

）　
交

響
詩「

ロ
ー

マ
の

祭
」よ

り（
O.

レ
ス

ピ
ー

ギ
）、

サ
ン

バ
・

デ
・

ア
イ

ー
ダ（

G.
ヴ

ェ
ル

デ
ィ

）

第
1
4
回
東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

9月
6日

㈯
・

7日
㈰

 …
 千

葉
県

文
化

会
館

9月
13

日
㈯

・
14

日
㈰

 …
 よ

こ
す

か
芸

術
劇

場
9月

20
日

㈯
・

21
日

㈰
 …

 宇
都

宮
市

文
化

会
館

●
高
等
学
校
A
の
部

三
浦

高
／

畠
山

崇（
神

奈
川

）　
〔

Ⅳ
〕パ

ガ
ニ

ー
ニ

の
主

題
に

よ
る

狂
詩

曲（
S.

ラ
フ

マ
ニ

ノ
フ

）
千

葉
県

立
幕

張
総

合
高

／
佐

藤
博（

千
葉

）　
〔

Ⅳ
〕バ

レ
エ

音
楽「

ダ
フ

ニ
ス

と
ク

ロ
エ

」第
2組

曲
よ

り（
M

.ラ
ヴ

ェ
ル

）
茨

城
県

立
水

戸
第

三
高

／
荻

沼
啓

一（
茨

城
）　

〔
Ⅰ

〕「
ア

ル
プ

ス
交

響
曲

」よ
り（

R.
シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
）

法
政

大
学

第
二

高
／

佐
々

木
巧（

神
奈

川
）　

〔
Ⅲ

〕「
セ

レ
モ

ニ
ア

ル
」よ

り（
F.

フ
ェ

ラ
ン

）
栃

木
県

立
今

市
高

／
柴

田
高

志（
栃

木
）　

〔
Ⅰ

〕バ
レ

エ
音

楽「
中

国
の

不
思

議
な

役
人

」よ
り

（
B.

バ
ル

ト
ー

ク
）

銚
子

市
立

銚
子

高
／

樽
屋

雅
徳（

千
葉

）　
〔

Ⅲ
〕歌

劇「
ト

ス
カ

」よ
り（

G.
プ

ッ
チ

ー
ニ

）
川

崎
市

立
橘

高
／

高
田

亮（
神

奈
川

）　
〔

Ⅳ
〕…

そ
し

て
ど

こ
に

も
山

の
姿

は
な

い（
J.シ

ュ
ワ

ン
ト

ナ
ー

）
茨

城
高

／
蒔

田
宜

幸（
茨

城
）　

〔
Ⅲ

〕エ
ク

ス
ト

リ
ー

ム
・

メ
イ

ク
オ

ー
ヴ

ァ
ー（

J.デ
=メ

イ
）

神
奈

川
県

立
柏

陽
高

／
森

雅
貴（

神
奈

川
）　

〔
Ⅰ

〕バ
レ

エ
音

楽「
チ

ェ
ッ

ク
メ

イ
ト

」よ
り（

A
.ブ

リ
ス

）
千

葉
県

立
成

田
国

際
高

／
鈴

掛
直

子（
千

葉
）　

〔
Ⅲ

〕「
ス

ペ
イ

ン
狂

詩
曲

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

横
浜

隼
人

高
／

山
口

卓
郎（

神
奈

川
）　

〔
Ⅳ

〕「
ス

ペ
イ

ン
狂

詩
曲

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

船
橋

市
立

船
橋

高
／

高
橋

健
一（

千
葉

）　
〔

Ⅳ
〕「

交
響

三
章

」よ
り（

三
善

晃
）

東
海

大
学

付
属

望
洋

高
／

曽
根

勘
九

郎（
千

葉
）　

〔
Ⅳ

〕交
響

詩「
テ

ィ
ル

・
オ

イ
レ

ン
シ

ュ
ピ

ー
ゲ

ル
の

愉
快

な
い

た
ず

ら
」（

R.
シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
）

東
海

大
学

付
属

相
模

高
／

矢
島

周
司（

神
奈

川
）　

〔
Ⅰ

〕ア
ゼ

ル
バ

イ
ジ

ャ
ン

奇
想

曲（
F.

ア
ミ

ロ
フ

）
聖

徳
大

学
附

属
聖

徳
中

・
聖

徳
高

／
井

後
基

博（
茨

城
）　

〔
Ⅳ

〕喜
歌

劇「
こ

う
も

り
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
J.シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
）

栃
木

県
立

真
岡

高
／

岩
原

篤
男（

栃
木

）　
〔

Ⅲ
〕「

交
響

曲
」よ

り（
矢

代
秋

雄
）

千
葉

県
立

松
戸

六
実

高
／

吉
田

直（
千

葉
）　

〔
Ⅳ

〕「
死

者
の

支
配

す
る

国
」―

崇
高

な
る

光
に

包
ま

れ
て（

八
木

澤
教

司
）

横
浜

市
立

戸
塚

高
／

千
田

豊（
神

奈
川

）　
〔

Ⅳ
〕交

響
詩「

ロ
ー

マ
の

祭
」よ

り（
O.

レ
ス

ピ
ー

ギ
）

横
浜

創
英

中
･高

／
常

光
誠

治（
神

奈
川

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
蝶

々
夫

人
」よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

神
奈

川
県

立
逗

子
高

／
根

岸
伊

智
郎（

神
奈

川
）　

〔
Ⅲ

〕吹
奏

楽
の

た
め

の
風

景
詩「

陽
が

昇
る

と
き

」よ
り（

高
昌

帥
）

柏
市

立
柏

高
／

石
田

修
一（

千
葉

）　
〔

Ⅳ
〕吹

奏
楽

の
た

め
の

マ
イ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ（

高
昌

帥
）

常
総

学
院

高
／

本
図

智
夫（

茨
城

）　
〔

Ⅳ
〕交

響
曲

第
3番

「
シ

ン
フ

ォ
ニ

ー・
ポ

エ
ム

」よ
り（

A
.I.

ハ
チ

ャ
ト

ゥ
リ

ア
ン

）
作

新
学

院
高

／
三

橋
英

之（
栃

木
）　

〔
Ⅳ

〕バ
レ

エ
音

楽「
ダ

フ
ニ

ス
と

ク
ロ

エ
」第

2組
曲

よ
り

（
M

.ラ
ヴ

ェ
ル

）
習

志
野

市
立

習
志

野
高

／
石

津
谷

治
法（

千
葉

）　
〔

Ⅱ
〕組

曲「
展

覧
会

の
絵

」よ
り（

M
.ム

ソ
ル

グ
ス

キ
ー

）
●
中
学
校
A
の
部

松
戸

市
立

新
松

戸
北

中
／

橋
本

匡（
千

葉
）　

〔
Ⅱ

〕歌
劇「

ト
ゥ

ー
ラ

ン
ド

ッ
ト

」よ
り（

G.
プ

ッ
チ

ー
ニ

）
高

萩
市

立
高

萩
中

／
熊

坂
義

則（
茨

城
）　

〔
Ⅱ

〕喜
歌

劇「
伯

爵
夫

人
マ

リ
ツ

ァ
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン
（

E.
カ

ー
ル

マ
ン

）
厚

木
市

立
厚

木
中

／
佐

藤
彩

子（
神

奈
川

）　
〔

Ⅳ
〕ハ

リ
ソ

ン
の

夢（
P.

グ
ラ

ハ
ム

）
藤

沢
市

立
高

倉
中

／
橘

田
誠

司（
神

奈
川

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
ラ

・
ボ

エ
ー

ム
」よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

常
陸

太
田

市
立

峰
山

中
／

加
藤

勝
弘（

茨
城

）　
〔

Ⅱ
〕ア

ル
プ

ス
の

詩（
F.

チ
ェ

ザ
リ

ー
ニ

）
宇

都
宮

市
立

陽
東

中
／

近
藤

円
佳（

栃
木

）　
〔

Ⅳ
〕鳳

凰
〜

仁
愛

鳥
譜（

鈴
木

英
史

）
横

浜
市

立
万

騎
が

原
中

／
高

橋
典

秀（
神

奈
川

）　
〔

Ⅳ
〕科

戸
の

鵲
巣

―
吹

奏
楽

の
た

め
の

祝
典

序
曲（

中
橋

愛
生

）
柏

市
立

酒
井

根
中

／
須

藤
卓

眞（
千

葉
）　

〔
Ⅳ

〕吹
奏

楽
の

た
め

の
マ

イ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ（
高

昌
帥

）
日

光
市

立
今

市
中

／
小

野
貴

史（
栃

木
）　

〔
Ⅰ

〕交
響

組
曲「

シ
ェ

エ
ラ

ザ
ー

ド
」よ

り（
N

.A
.リ

ム
ス

キ
ー

=コ
ル

サ
コ

フ
）

富
里

市
立

富
里

中
／

水
野

博
文（

千
葉

）　
〔

Ⅳ
〕「

交
響

曲
」よ

り（
矢

代
秋

雄
）

横
浜

市
立

田
奈

中
／

滝
野

恵
子（

神
奈

川
）　

〔
Ⅰ

〕バ
レ

エ
音

楽「
シ

バ
の

女
王

ベ
ル

キ
ス

」よ
り

（
O.

レ
ス

ピ
ー

ギ
）

東
海

村
立

東
海

南
中

／
塚

本
清

恵（
茨

城
）　

〔
Ⅳ

〕楽
劇「

サ
ロ

メ
」よ

り（
R.

シ
ュ

ト
ラ

ウ
ス

）
松

戸
市

立
和

名
ヶ

谷
中

／
上

村
二

三
子（

千
葉

）　
〔

Ⅱ
〕バ

レ
エ

音
楽「

ガ
イ

ー
ヌ

」よ
り（

A
.I.

ハ
チ

ャ
ト

ゥ
リ

ア
ン

）
習

志
野

市
立

第
五

中
／

織
戸

弘
和（

千
葉

）　
〔

Ⅰ
〕「

ス
ペ

イ
ン

狂
詩

曲
」よ

り（
M

.ラ
ヴ

ェ
ル

）
横

浜
市

立
樽

町
中

／
高

山
俊

哉（
神

奈
川

）　
〔

Ⅲ
〕交

響
詩「

ロ
ー

マ
の

祭
」よ

り（
O.

レ
ス

ピ
ー

ギ
）

境
町

立
境

第
一

中
／

鈴
木

勉（
茨

城
）　

〔
Ⅱ

〕歌
劇「

カ
ヴ

ァ
レ

リ
ア

・
ル

ス
テ

ィ
カ

ー
ナ

」よ
り

（
P.

マ
ス

カ
ー

ニ
）

横
浜

市
立

本
郷

中
／

原
口

正
一（

神
奈

川
）　

〔
Ⅲ

〕交
響

詩「
ロ

ー
マ

の
祭

」よ
り（

O.
レ

ス
ピ

ー
ギ

）
矢

板
市

立
矢

板
中

／
戸

村
真

一（
栃

木
）　

〔
Ⅲ

〕「
交

響
曲

第
2番

」よ
り（

M
.ア

ー
ノ

ル
ド

）
松

戸
市

立
第

四
中

／
犬

塚
禎

浩（
千

葉
）　

〔
Ⅱ

〕歌
劇「

ト
ゥ

ー
ラ

ン
ド

ッ
ト

」よ
り（

G.
プ

ッ
チ

ー
ニ

）
宇

都
宮

市
立

星
が

丘
中

／
宮

堀
宏

恵（
栃

木
）　

〔
Ⅰ

〕ア
イ

ヌ
民

謡「
イ

ヨ
マ

ン
テ

」の
主

題
に

よ
る

変
奏

曲（
福

島
弘

和
）

川
崎

市
立

東
橘

中
／

萩
谷

幸
子（

神
奈

川
）　

〔
Ⅳ

〕「
交

響
三

章
」よ

り（
三

善
晃

）
横

浜
市

立
岩

崎
中

／
石

飛
良

子（
神

奈
川

）　
〔

Ⅰ
〕時

の
航

海
―

シ
ド

ニ
ー

の
興

味
深

い
歴

史
を

祝
し

て（
D.

ギ
リ

ン
グ

ハ
ム

）

日
立

市
立

泉
丘

中
／

和
久

井
亜

希（
茨

城
）　

〔
Ⅲ

〕ウ
ー

マ
ン・

イ
ン・

ホ
ワ

イ
ト（

A
.ウ

ェ
ッ

バ
ー

）
野

田
市

立
第

一
中

／
金

子
孝

澄（
千

葉
）　

〔
Ⅱ

〕交
響

詩「
ロ

ー
マ

の
祭

」よ
り（

O.
レ

ス
ピ

ー
ギ

）
●
高
等
学
校
B
の
部

〈
コ

ン
ク

ー
ル

の
部

〉
千

葉
県

立
東

金
高

／
渡

邉
英

樹（
千

葉
）　

吹
奏

楽
の

た
め

の
音

詩「
輝

き
の

海
へ

」（
八

木
澤

教
司

）
神

奈
川

県
立

金
井

高
／

臼
井

康
治（

神
奈

川
）　

「
弦

楽
四

重
奏

曲
」よ

り（
C.

ド
ビ

ュ
ッ

シ
ー

）
北

鎌
倉

女
子

学
園

中
･高

／
浦

畑
裕

一（
神

奈
川

）　
フ

ィ
エ

ス
タ（

P.
ス

パ
ー

ク
）

逗
子

開
成

中
学

校
･高

／
千

葉
大

樹（
神

奈
川

）　
歌

劇「
カ

ヴ
ァ

レ
リ

ア・
ル

ス
テ

ィ
カ

ー
ナ

」よ
り

（
P.

マ
ス

カ
ー

ニ
）

茨
城

県
立

伊
奈

高
／

梅
田

和
歌

子（
茨

城
）　

三
つ

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス

ム（
真

島
俊

夫
）

千
葉

学
芸

高
／

原
口

祥
司（

千
葉

）　
三

つ
の

ジ
ャ

ポ
ニ

ス
ム（

真
島

俊
夫

）
栃

木
県

立
小

山
城

南
高

／
山

本
伸

子（
栃

木
）　

ハ
ン

ガ
リ

ー
民

謡「
く

じ
ゃ

く
」に

よ
る

変
奏

曲
（

Z.
コ

ダ
ー

イ
）

神
奈

川
県

立
瀬

谷
高

／
坂

本
悠

介（
神

奈
川

）　
「

イ
ー

ス
ト

コ
ー

ス
ト

の
風

景
」よ

り（
N

.ヘ
ス

）
茨

城
県

立
総

和
高

／
酒

寄
康

典（
茨

城
）　

「
GR

」よ
り

  
シ

ン
フ

ォ
ニ

ッ
ク・

セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

天
野

正
道

）
千

葉
県

立
柏

南
高

／
角

田
洋（

千
葉

）　
「

第
3組

曲
」よ

り（
A

.リ
ー

ド
）

神
奈

川
県

立
相

模
原

総
合

高
／

塩
澤

文
男（

神
奈

川
）　

リ
バ

ー
ダ

ン
ス（

B.
ウ

ィ
ー

ラ
ン

）
神

奈
川

県
立

厚
木

東
高

／
加

藤
優（

神
奈

川
）　

ハ
ン

ガ
リ

ー
民

謡「
く

じ
ゃ

く
」に

よ
る

変
奏

曲
（

Z.
コ

ダ
ー

イ
）

茨
城

県
立

水
海

道
第

一
高

／
吉

原
勇

人（
茨

城
）　

歌
劇「

ト
ゥ

ー
ラ

ン
ド

ッ
ト

」よ
り（

G.
プ

ッ
チ

ー
ニ

）
栃

木
県

立
小

山
高

／
水

内
孝

至（
栃

木
）　

モ
ニ

ュ
メ

ン
ト（

R.
W

.ス
ミ

ス
）

千
葉

県
立

国
府

台
高

／
須

藤
信

也（
千

葉
）　

喜
歌

劇「
ロ

シ
ア

の
皇

太
子

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

F.
レ

ハ
ー

ル
）

神
奈

川
県

立
荏

田
高

／
井

上
明

彦（
神

奈
川

）　
ロ

ベ
ル

ト・
シ

ュ
ー

マ
ン

の
主

題
に

よ
る

変
奏

曲
（

R.
ジ

ェ
イ

ガ
ー

）
千

葉
県

立
船

橋
東

高
／

川
口

智
子（

千
葉

）　
管

弦
楽

の
た

め
の

協
奏

曲（
三

善
晃

）
栃

木
県

立
佐

野
女

子
高

／
益

子
千

里（
栃

木
）　

三
つ

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス

ム（
真

島
俊

夫
）

神
奈

川
県

立
川

崎
北

高
／

秋
裕

一
郎（

神
奈

川
）　

「
ザ

・
リ

ン
グ

・
オ

ブ
・

ブ
ロ

ッ
ガ

ー
」―

太
古

の
聖

な
る

祭
壇（

八
木

澤
教

司
）

神
奈

川
県

立
横

浜
緑

ヶ
丘

高
／

山
口

一
郎（

神
奈

川
）　

ジ
ェ

リ
コ（

B.
ア

ッ
ペ

ル
モ

ン
ト

）
茨

城
県

立
八

千
代

高
／

木
村

は
る

み（
茨

城
）　

喜
歌

劇「
微

笑
み

の
国

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

F.
レ

ハ
ー

ル
）

神
奈

川
県

立
弥

栄
高

／
足

立
誠（

神
奈

川
）　

「
ペ

ル
セ

ウ
ス

」―
大

空
を

翔
る

英
雄

の
戦

い（
八

木
澤

教
司

）
千

葉
日

本
大

学
第

一
高

／
木

村
徳

治（
千

葉
）　

喜
歌

劇「
詩

人
と

農
夫

」序
曲（

F.
ス

ッ
ペ

）
茨

城
県

立
下

館
第

二
高

／
塚

田
こ

ず
え（

茨
城

）　
歌

劇「
ト

ゥ
ー

ラ
ン

ド
ッ

ト
」よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

千
葉

県
立

柏
高

／
佐

藤
朋

良（
千

葉
）　

ノ
ア

の
方

舟（
B.

ア
ッ

ペ
ル

モ
ン

ト
）

千
葉

県
立

松
尾

高
／

宮
西

純（
千

葉
）　

三
つ

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス

ム（
真

島
俊

夫
）

神
奈

川
県

立
海

老
名

高
／

丸
茂

直
樹（

神
奈

川
）　

元
禄（

櫛
田
胅

之
扶

）
栃

木
県

立
茂

木
高

／
大

久
保

裕
子（

栃
木

）　
ス

ク
ー

テ
ィ

ン
・

オ
ン

・
ハ

ー
ド

ロ
ッ

ク（
D.

ホ
ル

ジ
ン

ガ
ー

）
神

奈
川

県
立

横
浜

南
陵

高
／

秋
裕

一
郎（

神
奈

川
）　

山
寺

に
て

〜
奥

の
細

道
の

奥
〜（

福
島

弘
和

）
慶

應
義

塾
高

／
塚

原
理（

神
奈

川
）　

交
響

曲
第

2番
「

オ
デ

ッ
セ

イ
」よ

り（
R.

W
.ス

ミ
ス

）
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千
葉

県
立

船
橋

芝
山

高
／

小
澤

宏
壽（

千
葉

）　
エ

ル
・

カ
ミ

ー
ノ・

レ
ア

ル（
A

.リ
ー

ド
）

水
戸

女
子

高
／

木
村

達
也（

茨
城

）　
管

弦
楽

組
曲「

第
六

の
幸

福
を

も
た

ら
す

宿
」よ

り（
M

.ア
ー

ノ
ル

ド
）

栃
木

県
立

栃
木

翔
南

高
／

前
橋

亘
子（

栃
木

）　
三

つ
の

ジ
ャ

ポ
ニ

ス
ム（

真
島

俊
夫

）
〈

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

部
〉

成
田

高
／

椙
山

由
美

子（
千

葉
）　

梁
塵

秘
抄

―
熊

野
古

道
の

幻
想

―（
福

島
弘

和
）

大
西

学
園

中
高

／
吉

川
勇

児（
神

奈
川

）　
ウ

イ
ン

ド
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
の

た
め

の
幻

想
曲「

不
思

議
な

旅
」よ

り（
小

長
谷

宗
一

）
●
小
学
校
の
部

〈
コ

ン
ク

ー
ル

の
部

〉
水

戸
市

立
笠

原
小

／
浅

野
正

樹（
茨

城
）　

組
曲「

ハ
イ

ラ
ン

ド
讃

歌
」よ

り（
P.

ス
パ

ー
ク

）
美

浦
村

立
大

谷
小

／
坂

本
正

道（
茨

城
）　

大
い

な
る

約
束

の
大

地（
鈴

木
英

史
）

相
模

原
市

立
谷

口
台

小
／

森
美

香（
神

奈
川

）　
ラ

プ
ソ

デ
ィ

ア（
R.

フ
ィ

ン
）

浦
安

市
立

日
の

出
南

小
／

田
村

菜
穂

子（
千

葉
）　

伝
説

の
ア

イ
ル

ラ
ン

ド（
R.

W
.ス

ミ
ス

）
柏

市
立

藤
心

小
／

島
田

博
亨（

千
葉

）　
コ

ン
チ

ェ
ル

ト・
ダ

モ
ー

レ（
J.デ

=ハ
ー

ン
）

船
橋

市
立

習
志

野
台

第
一

小
／

河
野

千
尋（

千
葉

）　
歌

劇「
雪

娘
」よ

り（
N

.A
.リ

ム
ス

キ
ー

=
コ

ル
サ

コ
フ

）
日

光
市

立
大

室
小

／
星

野
淳（

栃
木

）　
序

曲「
ピ

ー
タ

ー
ル

ー
」（

M
.ア

ー
ノ

ル
ド

）
野

田
市

立
木

間
ケ

瀬
小

／
三

浦
奈

津
子（

千
葉

）　
マ

ザ
ー

マ（
J.チ

ャ
ッ

タ
ウ

ェ
イ

）
横

浜
市

立
六

つ
川

西
小

／
藤

村
和

人（
神

奈
川

）　
コ

ン
チ

ェ
ル

ト・
ダ

モ
ー

レ（
J.デ

=ハ
ー

ン
）

柏
市

立
光

ケ
丘

小
／

妹
尾

世
里

子（
千

葉
）　

歌
劇「

ト
ゥ

ー
ラ

ン
ド

ッ
ト

」よ
り（

G.
プ

ッ
チ

ー
ニ

）
日

光
市

立
今

市
第

三
小

／
岡

本
朋

子（
栃

木
）　

組
曲「

ヴ
ォ

イ
ス

・
オ

ブ
・

ユ
ー

ス
」（

E.
グ

レ
グ

ソ
ン

）
ひ

た
ち

な
か

市
立

前
渡

小
／

横
須

賀
直

美（
茨

城
）　

「
オ

セ
ロ

」よ
り（

A
.リ

ー
ド

）
柏

市
立

増
尾

西
小

／
中

村
眞

理（
千

葉
）　

フ
ニ

ク
リ・

フ
ニ

ク
ラ

狂
詩

曲（
L.

デ
ン

ツ
ァ

）
東

海
村

立
舟

石
川

小
／

鈴
木

真
由

美（
茨

城
）　

ロ
シ

ア
舞

踏
組

曲（
K

.フ
ラ

ク
）

柏
市

立
田

中
小

／
沼

﨑
ひ

で
子（

千
葉

）　
悪

魔
の

踊
り（

J.ヘ
ル

メ
ス

ベ
ル

ガ
ー

）
柏

市
立

柏
第

一
小

／
山

口
和

子（
千

葉
）　

吹
奏

楽
の

た
め

の
小

狂
詩

曲（
大

栗
裕

）
真

岡
市

立
大

内
中

央
小

／
松

本
忠

史（
栃

木
）　

ザ
・

ヤ
ン

グ
・

イ
ン

・
ハ

ー
ト（

E.
ボ

ー
ル

）
ひ

た
ち

な
か

市
立

高
野

小
／

綿
引

真
由

美（
茨

城
）　

鷲
の

舞
う

と
こ

ろ（
R.

W
.ス

ミ
ス

）
松

戸
市

立
新

松
戸

南
小

／
齋

藤
美

樹
子（

千
葉

）　
夢

へ
の

冒
険（

福
島

弘
和

）
柏

市
立

酒
井

根
西

小
／

戸
塚

千
穂（

千
葉

）　
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル「
ミ

ス
・

サ
イ

ゴ
ン

」よ
り（

C.
M

.シ
ェ

ー
ン

ベ
ル

グ
）

相
模

原
市

立
上

溝
小

／
井

手
哲（

神
奈

川
）　

激
流

の
中

へ（
S.

ラ
イ

ニ
キ

ー
）

那
珂

市
立

五
台

小
／

船
生

佳
子（

茨
城

）　
「

あ
る

都
市

の
肖

像
」よ

り（
P.

ス
パ

ー
ク

）
柏

市
立

中
原

小
／

佐
藤

友
起

子（
千

葉
）　

コ
ン

チ
ェ

ル
ト・

ダ
モ

ー
レ（

J.デ
=ハ

ー
ン

）
船

橋
市

立
法

典
小

／
市

村
將

子（
千

葉
）　

レ
ガ

ッ
タ・

フ
ォ

ー
・

ウ
イ

ン
ズ（

D.
シ

ェ
イ

フ
ァ

ー
）

市
川

市
立

真
間

小
／

田
川

伸
一

郎（
千

葉
）　

「
斑

鳩
の

空
」よ

り（
櫛

田
胅

之
扶

）
川

崎
市

立
千

代
ヶ

丘
小

／
日

高
美

鈴（
神

奈
川

）　
ア

ワ
ー

・タ
ウ

ン（
A

.フ
ェ

ル
ニ

ー
）

栃
木

市
立

大
宮

北
小

／
山

口
紗

耶
華（

栃
木

）　
ク

ラ
ー

ク・
カ

ウ
ン

テ
ィ

ー
・

セ
レ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
J.ス

ウ
ェ

ア
リ

ン
ジ

ェ
ン

）
水

戸
市

立
三

の
丸

小
／

原
田

良
子（

茨
城

）　
歌

劇「
イ

ー
ゴ

リ
公

」よ
り（

A
.ボ

ロ
デ

ィ
ン

）
〈

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

部
〉

常
総

市
立

水
海

道
小

／
根

本
む

つ
み（

茨
城

）　
ロ

ス
・

ロ
イ（

J.デ
=ハ

ー
ン

）
船

橋
市

立
豊

富
小

／
平

松
美

紀（
千

葉
）　

リ
バ

ー
ダ

ン
ス（

B.
ウ

ィ
ー

ラ
ン

）

●
中
学
校
B
の
部

〈
コ

ン
ク

ー
ル

の
部

〉
八

千
代

市
立

高
津

中
／

入
江

由
紀（

千
葉

）　
歌

劇「
フ

ェ
ド

ー
ラ

」よ
り（

U
.ジ

ョ
ル

ダ
ー

ノ
）

柏
市

立
高

柳
中

／
石

井
直

子（
千

葉
）　

元
禄（

櫛
田
胅

之
扶

）
南

足
柄

市
立

岡
本

中
／

樋
口

哲
生（

神
奈

川
）　

伝
説

の
ア

イ
ル

ラ
ン

ド（
R.

W
.ス

ミ
ス

）
真

岡
市

立
真

岡
中

／
小

堀
健

一（
栃

木
）　

ウ
ィ

ズ
・

ハ
ー

ト・
ア

ン
ド

・
ヴ

ォ
イ

ス（
D.

ギ
リ

ン
グ

ハ
ム

）
川

崎
市

立
宮

前
平

中
／

酒
井

克
久（

神
奈

川
）　

ト
リ

テ
ィ

コ（
V

.ネ
リ

ベ
ル

）
水

戸
市

立
笠

原
中

／
大

津
正

一（
茨

城
）　

吹
奏

楽
の

た
め

の
交

響
詩「

ぐ
る

り
よ

ざ
」よ

り（
伊

藤
康

英
）

小
山

市
立

小
山

第
二

中
／

森
口

裕
子（

栃
木

）　
喜

歌
劇「

こ
う

も
り

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

J.シ
ュ

ト
ラ

ウ
ス

）
海

老
名

市
立

有
馬

中
／

上
髙

原
拓

也（
神

奈
川

）　
喜

歌
劇「

ロ
シ

ア
の

皇
太

子
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン
（

F.
レ

ハ
ー

ル
）

下
妻

市
立

下
妻

中
／

袖
山

文
広（

茨
城

）　
鳳

凰
が

舞
う（

真
島

俊
夫

）
横

芝
光

町
立

横
芝

中
／

植
草

貴
久

男（
千

葉
）　

バ
レ

エ
音

楽「
中

国
の

不
思

議
な

役
人

」よ
り

（
B.

バ
ル

ト
ー

ク
）

横
浜

市
立

旭
北

中
／

佐
藤

龍
成（

神
奈

川
）　

鼓
動

深
邃（

佐
藤

龍
成

）
市

原
市

立
南

総
中

／
上

野
佳

桜
里（

千
葉

）　
喜

歌
劇「

小
鳥

売
り

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

C.
ツ

ェ
ラ

ー
）

作
新

学
院

中
等

部
／

矢
板

拓
子（

栃
木

）　
喜

歌
劇「

微
笑

み
の

国
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
F.

レ
ハ

ー
ル

）
横

浜
市

立
東

鴨
居

中
／

三
宅

智
恵（

神
奈

川
）　

三
つ

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス

ム（
真

島
俊

夫
）

鹿
沼

市
立

粟
野

中
／

青
山

佐
知

子（
栃

木
）　

歌
劇「

ト
ゥ

ー
ラ

ン
ド

ッ
ト

」よ
り（

G.
プ

ッ
チ

ー
ニ

）
横

浜
市

立
保

土
ヶ

谷
中

／
市

村
正

裕（
神

奈
川

）　
管

弦
楽

組
曲「

第
六

の
幸

福
を

も
た

ら
す

宿
」

よ
り（

M
.ア

ー
ノ

ル
ド

）
柏

市
立

第
五

中
／

菊
地

誠
司（

千
葉

）　
歌

劇「
ト

ゥ
ー

ラ
ン

ド
ッ

ト
」よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

横
須

賀
市

立
坂

本
中

／
和

知
麻

実（
神

奈
川

）　
目

覚
め

る
天

使
た

ち
〜

エ
イ

ズ
、死

せ
る

者
へ

捧
ぐ（

D.
ギ

リ
ン

グ
ハ

ム
）

相
模

原
市

立
相

陽
中

／
松

下
由

加
里（

神
奈

川
）　

元
禄（

櫛
田
胅

之
扶

）
宇

都
宮

市
立

陽
西

中
／

長
峯

静
子（

栃
木

）　
ア

ブ
サ

ロ
ン（

B.
ア

ッ
ペ

ル
モ

ン
ト

）
柏

市
立

大
津

ヶ
丘

中
／

石
上

雅
之（

千
葉

）　
喜

歌
劇「

伯
爵

夫
人

マ
リ

ツ
ァ

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン

（
E.

カ
ー

ル
マ

ン
）

横
浜

市
立

領
家

中
／

松
島

野
添

美（
神

奈
川

）　
コ

ー
ラ

ル
・

ブ
ル

ー
  沖

縄
民

謡「
谷

茶
前

」の
主

題
に

よ
る

交
響

的
印

象（
真

島
俊

夫
）

古
河

市
立

三
和

東
中

／
木

村
公

一（
茨

城
）　

元
禄（

櫛
田
胅

之
扶

）
横

須
賀

市
立

公
郷

中
／

木
下

恵
一（

神
奈

川
）　

「
マ

・
メ

ー
ル

・
ロ

ワ
」よ

り（
M

.ラ
ヴ

ェ
ル

）
鎌

ケ
谷

市
立

第
五

中
／

栢
木

幸
宏（

千
葉

）　
ウ

イ
ン

ド
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

た
め

の
ム

ー
ヴ

メ
ン

ト
  

Ⅱ「
サ

バ
ン

ナ
」（

石
原

忠
興

）
笠

間
市

立
友

部
第

二
中

／
小

林
江

津
子（

茨
城

）　
喜

歌
劇「

こ
う

も
り

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

J.シ
ュ

ト
ラ

ウ
ス

）
大

田
原

市
立

大
田

原
中

／
加

藤
大（

栃
木

）　
祝

典
序

曲「
祈

り
は

時
の

流
れ

に
輝

く
」（

福
島

弘
和

）
野

田
市

立
川

間
中

／
菅

沼
得

理
香（

千
葉

）　
コ

ン
サ

ー
ト

バ
ン

ド
と

ジ
ャ

ズ
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
の

た
め

の
ラ

プ
ソ

デ
ィ（

P.
ウ

ィ
リ

ア
ム

ズ
）

横
浜

市
立

浦
島

丘
中

／
五

十
嵐

道
子（

神
奈

川
）　

祝
典

序
曲「

祈
り

は
時

の
流

れ
に

輝
く

」（
福

島
弘

和
）

川
崎

市
立

玉
川

中
／

吉
田

豊
美（

神
奈

川
）　

目
覚

め
る

天
使

た
ち

〜
エ

イ
ズ

、死
せ

る
者

へ
捧

ぐ
（

D.
ギ

リ
ン

グ
ハ

ム
）

横
浜

市
立

旭
中

／
佐

塚
繭

子（
神

奈
川

）　
喜

歌
劇「

美
し

き
エ

レ
ー

ヌ
」序

曲（
J.オ

ッ
フ

ェ
ン

バ
ッ

ク
）

高
根

沢
町

立
阿

久
津

中
／

大
金

恵
美

子（
栃

木
）　

マ
ゼ

ラ
ン

の
未

知
な

る
大

陸
へ

の
挑

戦（
樽

屋
雅

徳
）

結
城

市
立

結
城

南
中

／
飯

泉
廉（

茨
城

）　
三

つ
の

ジ
ャ

ポ
ニ

ス
ム（

真
島

俊
夫

）
〈

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

部
〉

鎌
倉

市
立

岩
瀬

中
／

小
野

田
和

子（
神

奈
川

）　
火

の
伝

説（
櫛

田
胅

之
扶

）
野

田
市

立
東

部
中

／
関

口
敏

樹（
千

葉
）　

歌
劇「

イ
ー

ゴ
リ

公
」よ

り（
A

.ボ
ロ

デ
ィ

ン
）

●
大
学
の
部

北
里

大
学

文
化

会
吹

奏
楽

団
／

西
村

友（
神

奈
川

）　
〔

Ⅴ
〕「

交
響

曲
第

0番
」よ

り（
B.

ピ
ク

ー
ル

）
筑

波
大

学
吹

奏
楽

団
／

松
尾

崇（
茨

城
）　

〔
Ⅴ

〕吹
奏

楽
の

た
め

の「
シ

ー
ン

ズ
」（

T
.ア

ク
ア

テ
ィ

ス
）

茨
城

大
学

吹
奏

楽
団

／
足

立
靖

明（
茨

城
）　

〔
Ⅰ

〕科
戸

の
鵲

巣
―

吹
奏

楽
の

た
め

の
祝

典
序

曲
（

中
橋

愛
生

）
千

葉
大

学
吹

奏
楽

団
／

井
ノ

森
雄

太（
千

葉
）　

〔
Ⅰ

〕科
戸

の
鵲

巣
―

吹
奏

楽
の

た
め

の
祝

典
序

曲（
中

橋
愛

生
）

白
鴎

大
学

ウ
イ

ン
ド

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

／
堂

阪
知

之（
栃

木
）　

〔
Ⅰ

〕地
底

都
市「

カ
ッ

パ
ド

キ
ア

」―
妖

精
の

宿
る

不
思

議
な

岩（
八

木
澤

教
司

）
城

西
国

際
大

学
学

友
会

吹
奏

楽
団

／
山

口
聖

一（
千

葉
）　

〔
Ⅱ

〕ト
ー

チ
・

ダ
ン

ス（
J.バ

ー
ン

ズ
）

文
教

大
学

湘
南

校
舎

吹
奏

楽
部

／
高

田
亮（

神
奈

川
）　

〔
Ⅲ

〕バ
レ

エ・
サ

ク
ラ（

D.
ホ

ル
ジ

ン
ガ

ー
）

●
一
般
の
部

船
橋

ウ
ィ

ン
ド

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

シ
ャ

ル
ス

ペ
／

高
橋

健
一（

千
葉

）　
〔

Ⅳ
〕サ

ガ
・

キ
ャ

ン
デ

ィ
ー

ダ（
B.

ア
ッ

ペ
ル

モ
ン

ト
）

ユ
ー

ス
  

ウ
ィ

ン
ド

  
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
／

鎌
田

由
紀

夫（
神

奈
川

）　
〔

Ⅰ
〕エ

ク
ス

ト
リ

ー
ム

・
メ

イ
ク

オ
ー

ヴ
ァ

ー（
J.デ

=メ
イ

）
水

戸
交

響
吹

奏
楽

団
／

俣
野

祐
介（

茨
城

）　
〔

Ⅴ
〕楽

劇「
サ

ロ
メ

」よ
り（

R.
シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
）

宇
短

附
O

B・
O

G
ウ

イ
ン

ド
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
／

田
渕

哲
也（

栃
木

）　
〔

Ⅰ
〕太

陽
へ

の
讃

歌
―

大
地

の
鼓

動（
八

木
澤

教
司

）
ソ

レ
イ

ユ
  

ウ
ィ

ン
ド

  
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
／

竹
内

俊
明（

神
奈

川
）　

〔
Ⅱ

〕ロ
ー

ザ
の

た
め

の
楽

章
  

（
M

.キ
ャ

ン
プ

ハ
ウ

ス
）

習
志

野
シ

ン
フ

ォ
ニ

ッ
ク

ブ
ラ

ス
／

須
藤

信
也（

千
葉

）　
〔

Ⅳ
〕歌

劇「
ト

ゥ
ー

ラ
ン

ド
ッ

ト
」よ

り
（

G.
プ

ッ
チ

ー
ニ

）
古

河
シ

テ
ィ

ウ
イ

ン
ド

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

／
福

田
昌

範（
茨

城
）　

〔
Ⅳ

〕吹
奏

楽
の

た
め

の
風

景
詩

「
陽

が
昇

る
と

き
」よ

り（
高

昌
帥

）
グ

ラ
ー

ル
ウ

イ
ン

ド
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
／

佐
川

聖
二（

神
奈

川
）　

〔
Ⅰ

〕エ
ス

テ
ィ

ロ
・

デ
・

エ
ス

パ
ー

ニ
ャ

・
ポ

ル
・

ケ
?（

天
野

正
道

）
宇

都
宮

音
楽

集
団

／
鈴

木
太

志（
栃

木
）　

〔
Ⅴ

〕喜
歌

劇「
こ

う
も

り
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
J.シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
）

小
山

市
交

響
吹

奏
楽

団
／

原
進（

栃
木

）　
〔

Ⅴ
〕サ

ガ
・

マ
リ

ー
ニ

ャ（
B.

ア
ッ

ペ
ル

モ
ン

ト
）

光
ウ

ィ
ン

ド
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
／

佐
藤

博（
千

葉
）　

〔
Ⅰ

〕バ
レ

エ
音

楽「
シ

バ
の

女
王

ベ
ル

キ
ス

」よ
り（

O.
レ

ス
ピ

ー
ギ

）
関

城
吹

奏
楽

団
／

豊
田

晃
生（

茨
城

）　
〔

Ⅰ
〕パ

ガ
ニ

ー
ニ

の
主

題
に

よ
る

狂
詩

曲（
S.ラ

フ
マ

ニ
ノフ

）
横

浜
栄

区
民

吹
奏

楽
団

／
廣

瀬
康

二（
神

奈
川

）　
〔

Ⅴ
〕組

曲「
ヴ

ァ
レ

ン
シ

ア
の

寡
婦

」よ
り

（
A

.I.
ハ

チ
ャ

ト
ゥ

リ
ア

ン
）

土
気

シ
ビ

ッ
ク

ウ
イ

ン
ド

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

／
加

養
浩

幸（
千

葉
）　

〔
Ⅲ

〕カ
ン

ト
ゥ

ス
・

ソ
ナ

ー
レ

（
鈴

木
英

史
）
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作
新

楽
音

会
／

三
橋

英
之（

栃
木

）　
〔

Ⅰ
〕ア

ル
プ

ス
の

詩（
F.

チ
ェ

ザ
リ

ー
ニ

）
矢

板
ウ

イ
ン

ド
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
／

黒
尾

実（
栃

木
）　

〔
Ⅳ

〕ア
マ

ゾ
ニ

ア（
J.ヴ

ァ
ン

=デ
ル

=ロ
ー

ス
ト

）
ひ

た
ち

な
か

交
響

吹
奏

楽
団

／
尾

花
淳（

茨
城

）　
〔

Ⅰ
〕ハ

リ
ソ

ン
の

夢（
P.

グ
ラ

ハ
ム

）
横

浜
ブ

ラ
ス

オ
ル

ケ
ス

タ
ー

／
高

山
幸

久（
神

奈
川

）　
〔

Ⅰ
〕バ

レ
エ

音
楽「

ダ
フ

ニ
ス

と
ク

ロ
エ

」
第

2組
曲

よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

東
関

東
吹

奏
楽

団
／

若
林

賢
太

郎（
千

葉
）　

〔
Ⅴ

〕「
ス

タ
ー

・
ウ

ォ
ー

ズ
三

部
作

」よ
り（

J.ウ
ィ

リ
ア

ム
ス

）
相

模
原

市
民

吹
奏

楽
団

／
福

本
信

太
郎（

神
奈

川
）　

〔
Ⅲ

〕ラ
イ

フ
・

ヴ
ァ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ズ
〜

生
命

と
愛

の
歌（

鈴
木

英
史

）
●
職
場
の
部

㈱
日

立
製

作
所

情
報

制
御

シ
ス

テ
ム

事
業

部
大

み
か

吹
奏

楽
団

／
萩

原
健（

茨
城

）　
〔

Ⅱ
〕元

禄
（

櫛
田
胅

之
扶

）
N

EC
玉

川
吹

奏
楽

団
／

稲
垣

征
夫（

神
奈

川
）　

〔
Ⅲ

〕「
交

響
曲

第
3番

」よ
り（

C.
サ

ン
=サ

ー
ン

ス
） 第
1
4
回
西
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

9月
6日

㈯
・

7日
㈰

 …
 新

潟
県

民
会

館
9月

13
日

㈯
・

14
日

㈰
・

15
日 （

祝・
月

） 
…

 山
梨

県
立

県
民

文
化

ホ
ー

ル

●
招
待
演
奏

埼
玉

栄
高

／
大

滝
実（

埼
玉

）　
ピ

ア
ノ

ソ
ナ

タ
第

17
番「

テ
ン

ペ
ス

ト
」よ

り（
L.

V
.ベ

ー
ト

ー
ヴ

ェ
ン

）、
ラ

シ
ー

ヌ
賛

歌（
G.

フ
ォ

ー
レ

）
甲

斐
市

立
敷

島
中

／
大

島
雅

彦（
山

梨
）　

交
響

的
序

曲（
J.バ

ー
ン

ズ
）、

歌
劇「

ラ
・

ボ
エ

ー
ム

」
よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

川
越

奏
和

奏
友

会
吹

奏
楽

団
／

天
野

正
道（

埼
玉

）　
フ

ァ
ン

フ
ァ

ー
レ

・
シ

ン
フ

ォ
ニ

ッ
ク（

天
野

正
道

）、
Le

 B
ea

u 
Ja

po
n 

Su
ite（

天
野

正
道

）
川

口
市

・
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
リ

ベ
ル

テ
吹

奏
楽

団
／

福
本

信
太

郎（
埼

玉
）　

交
響

曲
第

2番
（

J.バ
ー

ン
ズ

）
●
小
学
校
部
門

津
南

町
立

津
南

小
／

片
桐

忠
雄（

新
潟

）　
「

ア
ー

サ
ー

王
」よ

り（
K

.シ
ュ

ー
ネ

ン
ビ

ー
ク

）
新

潟
市

立
新

通
小

／
三

國
晃

弘（
新

潟
）　

セ
レ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン（

J.ス
ウ

ェ
ア

リ
ン

ジ
ェ

ン
）

さ
い

た
ま

市
立

大
宮

南
小

／
熱

田
庫

康（
埼

玉
）　

喜
歌

劇「
ロ

シ
ア

の
皇

太
子

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン

（
F.

レ
ハ

ー
ル

）
さ

い
た

ま
市

立
三

橋
小

／
曽

根
直

美（
埼

玉
）　

小
組

曲
第

1番
（

M
.ア

ー
ノ

ル
ド

）
渋

川
市

立
金

島
小

／
後

藤
利

夫（
群

馬
）　

喜
歌

劇「
ロ

シ
ア

の
皇

太
子

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

F.
レ

ハ
ー

ル
）

甲
斐

市
立

竜
王

北
小

／
古

屋
博

和（
山

梨
）　

喜
歌

劇「
ロ

シ
ア

の
皇

太
子

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

F.
レ

ハ
ー

ル
）

●
高
等
学
校
部
門
A
の
部

新
潟

県
立

高
田

北
城

高
／

保
科

誠
一

郎（
新

潟
）　

〔
Ⅲ

〕パ
ガ

ニ
ー

ニ
の

主
題

に
よ

る
狂

詩
曲

（
S.

ラ
フ

マ
ニ

ノ
フ

）
埼

玉
県

立
越

谷
西

高
／

福
原

一（
埼

玉
）　

〔
Ⅳ

〕デ
ィ

オ
ニ

ソ
ス

の
祭（

F.
シ

ュ
ミ

ッ
ト

）

山
梨

県
立

甲
府

第
一

高
／

根
津

真（
山

梨
）　

〔
Ⅰ

〕春
の

猟
犬（

A
.リ

ー
ド

）
埼

玉
県

立
与

野
高

／
坂

田
雅

弘（
埼

玉
）　

〔
Ⅰ

〕3
つ

の
交

響
的

素
描「

海
」よ

り（
C.

ド
ビ

ュ
ッ

シ
ー

）
花

咲
徳

栄
高

／
川

口
智

子（
埼

玉
）　

〔
Ⅳ

〕歌
劇「

カ
ヴ

ァ
レ

リ
ア・

ル
ス

テ
ィ

カ
ー

ナ
」よ

り（
P.

マ
ス

カ
ー

ニ
）

埼
玉

県
立

大
宮

高
／

齋
藤

淳（
埼

玉
）　

〔
Ⅱ

〕「
家

庭
交

響
曲

」よ
り（

R.
シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
）

日
本

文
理

高
／

佐
藤

寛（
新

潟
）　

〔
Ⅳ

〕ウ
ィ

ズ・
ハ

ー
ト・

ア
ン

ド・
ヴ

ォ
イ

ス（
D.

ギ
リ

ン
グ

ハ
ム

）
太

田
市

立
商

業
高

／
矢

野
和

弘（
群

馬
）　

〔
Ⅲ

〕メ
デ

ィ
ア

の
瞑

想
と

復
讐

の
踊

り（
S.

バ
ー

バ
ー

）
山

梨
県

立
甲

府
西

高
／

秋
山

尚
克（

山
梨

）　
〔

Ⅰ
〕組

曲「
ハ

ー
リ・

ヤ
ー

ノ
シ

ュ
」よ

り（
Z.

コ
ダ

ー
イ

）
東

京
農

業
大

学
第

二
高

／
樋

口
一

朗（
群

馬
）　

〔
Ⅳ

〕「
ス

ペ
イ

ン
狂

詩
曲

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

新
潟

県
立

新
潟

商
業

高
／

村
山

文
隆（

新
潟

）　
〔

Ⅱ
〕「

交
響

的
舞

曲
」よ

り（
S.

ラ
フ

マ
ニ

ノ
フ

）
前

橋
市

立
前

橋
高

／
山

本
佳

弘（
群

馬
）　

〔
Ⅱ

〕「
ア

ル
プ

ス
交

響
曲

」よ
り（

R.
シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
）

埼
玉

県
立

伊
奈

学
園

総
合

高
／

宇
畑

知
樹（

埼
玉

）　
〔

Ⅱ
〕「

無
伴

奏
ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン
・

パ
ル

テ
ィ

ー
タ

第
2番

 ニ
短

調
」よ

り（
J.S

.バ
ッ

ハ
）

群
馬

県
立

前
橋

東
高

／
東

喜
峰（

群
馬

）　
〔

Ⅱ
〕バ

ッ
ハ

の
名

に
よ

る
幻

想
曲

と
フ

ー
ガ（

F.
リ

ス
ト

）
春

日
部

共
栄

高
／

都
賀

城
太

郎（
埼

玉
）　

〔
Ⅳ

〕鳳
凰

が
舞

う（
真

島
俊

夫
）

中
越

高
／

北
原

隆
示（

新
潟

）　
〔

Ⅲ
〕宇

宙
の

音
楽（

P.
ス

パ
ー

ク
）

山
梨

県
立

都
留

高
／

秋
山

岳
巨（

山
梨

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
カ

ヴ
ァ

レ
リ

ア
・

ル
ス

テ
ィ

カ
ー

ナ
」よ

り
（

P.
マ

ス
カ

ー
ニ

）
埼

玉
県

立
松

伏
高

／
小

川
慎（

埼
玉

）　
〔

Ⅲ
〕「

竹
取

物
語

」よ
り（

三
善

晃
）

●
中
学
校
部
門
A
の
部

長
岡

市
立

宮
内

中
／

島
拓

司（
新

潟
）　

〔
Ⅱ

〕「
三

つ
の

ジ
ャ

ポ
ニ

ス
ム

」よ
り（

真
島

俊
夫

）
狭

山
市

立
入

間
野

中
／

渡
辺

芳
徳（

埼
玉

）　
〔

Ⅱ
〕バ

レ
エ

音
楽「

く
る

み
割

り
人

形
」フ

ァ
ン

タ
ジ

ー（
P.

I.チ
ャ

イ
コ

フ
ス

キ
ー

）
埼

玉
県

立
伊

奈
学

園
中

／
宇

畑
知

樹（
埼

玉
）　

〔
Ⅲ

〕バ
レ

エ
音

楽「
四

季
」よ

り（
A

.グ
ラ

ズ
ノ

フ
）

五
泉

市
立

五
泉

中
／

伊
藤

芙
美

子（
新

潟
）　

〔
Ⅳ

〕喜
歌

劇「
伯

爵
夫

人
マ

リ
ツ

ァ
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
E.

カ
ー

ル
マ

ン
）

長
岡

市
立

東
北

中
／

岩
澤

正
顕（

新
潟

）　
〔

Ⅲ
〕組

曲「
ク

ー
プ

ラ
ン

の
墓

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

新
潟

市
立

小
針

中
／

齋
藤

恵
美（

新
潟

）　
〔

Ⅳ
〕交

響
曲

第
3番

「
シ

ン
フ

ォ
ニ

ー
・

ポ
エ

ム
」よ

り
（

A
.I.

ハ
チ

ャ
ト

ゥ
リ

ア
ン

）
伊

勢
崎

市
立

第
一

中
／

下
田

隆
行（

群
馬

）　
〔

Ⅰ
〕3

つ
の

交
響

的
素

描「
海

」よ
り（

C.
ド

ビ
ュ

ッ
シ

ー
）

さ
い

た
ま

市
立

岸
中

／
岩

佐
章

文（
埼

玉
）　

〔
Ⅱ

〕ウ
ィ

ズ
・

ハ
ー

ト・
ア

ン
ド

・
ヴ

ォ
イ

ス（
D.

ギ
リ

ン
グ

ハ
ム

）
飯

能
市

立
飯

能
西

中
／

相
沢

茂（
埼

玉
）　

〔
Ⅳ

〕第
12

旋
法

に
よ

る
メ

タ
モ

ル
フ

ォ
ー

ゼ（
O.

レ
ス

ピ
ー

ギ
）

越
谷

市
立

北
中

／
田

中
秀

和（
埼

玉
）　

〔
Ⅰ

〕バ
レ

エ
音

楽「
青

銅
の

騎
士

」よ
り（

R.
グ

リ
エ

ー
ル

）
山

梨
大

学
教

育
人

間
科

学
部

附
属

中
／

成
田

幸
代（

山
梨

）　
〔

Ⅲ
〕歌

劇「
ト

ゥ
ー

ラ
ン

ド
ッ

ト
」よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

甲
府

市
立

東
中

／
山

本
健

一（
山

梨
）　

〔
Ⅱ

〕民
衆

を
導

く
自

由
の

女
神（

樽
屋

雅
徳

）
中

之
条

町
立

中
之

条
中

／
羽

鳥
宏（

群
馬

）　
〔

Ⅱ
〕組

曲「
ハ

ー
リ・

ヤ
ー

ノ
シ

ュ
」よ

り（
Z.

コ
ダ

ー
イ

）
伊

勢
崎

市
立

殖
蓮

中
／

小
川

良
介（

群
馬

）　
〔

Ⅰ
〕ハ

ン
ガ

リ
ー

狂
詩

曲
第

2番
（

F.
リ

ス
ト

）
榛

東
村

立
榛

東
中

／
水

出
雅

基（
群

馬
）　

〔
Ⅱ

〕劇
音

楽「
ア

ラ
ジ

ン
」よ

り（
C.

ニ
ー

ル
セ

ン
）

川
口

市
立

芝
東

中
／

小
林

一
夫（

埼
玉

）　
〔

Ⅲ
〕吹

奏
楽

の
た

め
の

バ
ー

レ
ス

ク（
大

栗
裕

）
妙

高
市

立
新

井
中

／
綱

島
陽

子（
新

潟
）　

〔
Ⅱ

〕三
つ

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス

ム（
真

島
俊

夫
）

飯
能

市
立

飯
能

第
一

中
／

落
合

誠（
埼

玉
）　

〔
Ⅳ

〕「
交

響
曲

第
5番

」よ
り（

M
.ア

ー
ノ

ル
ド

）
●
大
学
の
部

山
梨

大
学

吹
奏

楽
団

／
古

屋
雄

人（
山

梨
）　

〔
Ⅲ

〕バ
レ

エ
音

楽「
中

国
の

不
思

議
な

役
人

」よ
り

（
B.

バ
ル

ト
ー

ク
）

文
教

大
学

／
瀬

尾
宗

利（
埼

玉
）　

〔
Ⅰ

〕歌
劇「

ト
ス

カ
」よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

学
文

館
上

武
大

学
／

山
本

佳
弘（

群
馬

）　
〔

Ⅰ
〕「

マ
・

メ
ー

ル
・

ロ
ワ

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

●
中
学
校
部
門
B
の
部

山
梨

市
立

山
梨

北
中

／
網

野
勝

朗（
山

梨
）　

ツ
ィ

ゴ
イ

ネ
ル

ワ
イ

ゼ
ン（

P.
サ

ラ
サ

ー
テ

）
甲

州
市

立
塩

山
中

／
水

上
陽

介（
山

梨
）　

喜
歌

劇「
ロ

シ
ア

の
皇

太
子

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

F.
レ

ハ
ー

ル
）

北
杜

市
立

長
坂

中
／

藤
巻

さ
き

子（
山

梨
）　

カ
ウ

ン
シ

ル
・

オ
ー

ク（
D.

ギ
リ

ン
グ

ハ
ム

）
川

口
市

立
領

家
中

／
中

村
隆

一（
埼

玉
）　

吹
奏

楽
の

た
め

の
交

響
的

フ
ァ

ン
タ

ジ
ー「

ハ
ウ

ル
の

動
く

城
」（

久
石

譲
）

甲
府

市
・

中
央

市
中

学
校

組
合

立
笛

南
中

／
石

川
奈

保（
山

梨
）　

喜
歌

劇「
微

笑
み

の
国

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

F.
レ

ハ
ー

ル
）

高
崎

市
立

倉
賀

野
中

／
熊

井
美

和（
群

馬
）　

大
い

な
る

約
束

の
大

地（
鈴

木
英

史
）

見
附

市
立

見
附

中
／

真
壁

栄
作（

新
潟

）　
元

禄（
櫛

田
胅

之
扶

）
八

潮
市

立
八

潮
中

／
日

暮
恭

明（
埼

玉
）　

瑜
伽

行
中

観
〜

吾
妻

鏡
異

聞
〜（

天
野

正
道

）
東

松
山

市
立

松
山

中
／

白
田

雄
二（

埼
玉

）　
青

い
水

平
線（

F.
チ

ェ
ザ

リ
ー

ニ
）

蕨
市

立
第

二
中

／
金

井
雅

明（
埼

玉
）　

序
曲「

ピ
ー

タ
ー

ル
ー

」（
M

.ア
ー

ノ
ル

ド
）

新
潟

大
学

教
育

学
部

附
属

長
岡

中
／

菊
地

雅
樹（

新
潟

）　
「

三
つ

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス

ム
」よ

り（
真

島
俊

夫
）

嬬
恋

村
立

西
中

／
綿

貫
充（

群
馬

）　
元

禄（
櫛

田
胅

之
扶

）
前

橋
市

立
第

六
中

／
徳

永
美

恵
子（

群
馬

）　
春

に
寄

せ
て

  〜
風

は
光

り
、春

は
ひ

ら
め

く
〜（

福
島

弘
和

）
長

岡
市

立
東

中
／

渡
辺

泰
彦（

新
潟

）　
「

千
と

千
尋

の
神

隠
し

」ハ
イ

ラ
イ

ト（
久

石
譲

）
前

橋
市

立
東

中
／

金
井

八
重

子（
群

馬
）　

エ
ル

・
カ

ミ
ー

ノ・
レ

ア
ル（

A
.リ

ー
ド

）
渋

川
市

立
渋

川
北

中
／

福
島

桂（
群

馬
）　

交
響

組
曲「

シ
ェ

エ
ラ

ザ
ー

ド
」よ

り（
N

.A
.リ

ム
ス

キ
ー

＝
コ

ル
サ

コ
フ

）
渋

川
市

立
古

巻
中

／
丹

羽
健

夫（
群

馬
）　

喜
歌

劇「
こ

う
も

り
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
J.シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
）

柏
崎

市
立

高
柳

中
／

片
桐

恵
子（

新
潟

）　
「

斑
鳩

の
空

」よ
り（

櫛
田
胅

之
扶

）
高

崎
市

立
榛

名
中

／
田

村
益

子（
群

馬
）　

斑
鳩

の
空（

櫛
田
胅

之
扶

）
五

泉
市

立
五

泉
北

中
／

佐
藤

淑
子（

新
潟

）　
喜

歌
劇「

小
鳥

売
り

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

C.
ツ

ェ
ラ

ー
）

見
附

市
立

南
中

／
栗

原
英

男（
新

潟
）　

雲
の

コ
ラ

ー
ジ

ュ（
櫛

田
胅

之
扶

）
川

越
市

立
鯨

井
中

／
森

下
留

美
子（

埼
玉

）　
元

禄（
櫛

田
胅

之
扶

）
さ

い
た

ま
市

立
与

野
東

中
／

中
山

淳
一（

埼
玉

）　
「

ソ
ナ

チ
ネ

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

朝
霞

市
立

朝
霞

第
五

中
／

外
﨑

三
吉（

埼
玉

）　
「

マ
・

メ
ー

ル
・

ロ
ア

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

坂
戸

市
立

坂
戸

中
／

森
本

誠
泉（

埼
玉

）　
吹

奏
楽

の
た

め
の

音
詩「

輝
き

の
海

へ
」（

八
木

澤
教

司
）

新
座

市
立

第
六

中
／

片
山

陽
子（

埼
玉

）　
喜

歌
劇「

ロ
シ

ア
の

皇
太

子
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
F.

レ
ハ

ー
ル

）
鴻

巣
市

立
鴻

巣
南

中
／

渋
谷

論（
埼

玉
）　

ア
ト

ラ
ン

テ
ィ

ス（
高

橋
伸

哉
）

川
口

市
立

芝
中

／
星

野
清

悟（
埼

玉
）　

三
つ

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス

ム（
真

島
俊

夫
）

久
喜

市
立

久
喜

東
中

／
木

村
信

之（
埼

玉
）　

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル「

ミ
ス

・
サ

イ
ゴ

ン
」よ

り（
C.

M
.シ

ェ
ー

ン
ベ

ル
グ

）
上

野
原

市
立

上
野

原
中

／
鈴

木
由

美（
山

梨
）　

喜
歌

劇「
モ

ス
ク

ワ
の

チ
ェ

リ
ョ

ム
ー

シ
カ

」よ
り

（
D.

シ
ョ

ス
タ

コ
ー

ヴ
ィ

チ
）
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●
高
等
学
校
部
門
B
の
部

さ
い

た
ま

市
立

大
宮

北
高

／
川

畑
真

一（
埼

玉
）　

ヴ
ェ

ス
ヴ

ィ
ア

ス（
F.

テ
ィ

ケ
リ

）
新

潟
県

立
五

泉
高

／
田

中
耀（

新
潟

）　
バ

レ
エ

組
曲「

コ
ッ

ペ
リ

ア
」よ

り（
L.

ド
リ

ー
ブ

）
山

梨
県

立
山

梨
高

／
北

浦
秀

忠（
山

梨
）　

交
響

的
断

章（
V

.ネ
リ

ベ
ル

）
群

馬
県

立
館

林
女

子
高

／
橋

本
尚

子（
群

馬
）　

ロ
ー

ド
・タ

ラ
モ

ア（
C.

ヴ
ィ

ト
ロ

ッ
ク

）
武

蔵
越

生
高

／
菅

野
謙

太
郎（

埼
玉

）　
百

頭
女（

田
村

文
生

）
埼

玉
県

立
桶

川
高

／
小

泉
信

介（
埼

玉
）　

三
つ

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス

ム（
真

島
俊

夫
）

山
梨

県
立

吉
田

高
／

小
佐

野
拓（

山
梨

）　
吹

奏
楽

の
為

の
交

響
的

舞
曲「

月
の

宴
」（

矢
部

政
男

）
埼

玉
県

立
川

越
南

高
／

小
関

裕
幸（

埼
玉

）　
歌

劇「
イ

ル
・ト

ロ
ヴ

ァ
ト

ー
レ

」よ
り（

G.
ヴ

ェ
ル

デ
ィ

）
慶

應
義

塾
志

木
高

／
小

池
陽（

埼
玉

）　
ウ

イ
ン

ド
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

た
め

の
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
Ⅱ「

サ
バ

ン
ナ

」（
石

原
忠

興
）

新
潟

県
立

新
津

高
／

中
村

真
紀

子（
新

潟
）　

鳳
凰

〜
仁

愛
鳥

譜（
鈴

木
英

史
）

埼
玉

県
立

所
沢

西
高

／
室

伏
正

隆（
埼

玉
）　
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祝

典
序

曲（
中

橋
愛

生
）

明
治

大
学

附
属

明
治

高
／

鈴
木

正
人

　〔
Ⅳ

〕「
オ

マ
ー

ジ
ュ

」〜
潤

い
は

全
て

に
生

命
を

与
え

た
〜（

渡
部

哲
哉

）
明

治
大

学
付

属
中

野
八

王
子

高
／

鏡
哲

也
　〔

Ⅳ
〕ハ

ン
ガ

リ
ー

民
謡「

く
じ

ゃ
く

」に
よ

る
変

奏
曲

（
Z.

コ
ダ

ー
イ

）
早

稲
田

大
学

系
属

早
稲

田
実

業
学

校
／

板
倉

稔
　〔

Ⅱ
〕「

リ
チ

ャ
ー

ド
三

世
」 

よ
り（

W
.ウ

ォ
ル

ト
ン

）
東

海
大

学
菅

生
高

／
加

島
貞

夫
　〔

Ⅳ
〕組

曲「
惑

星
」よ

り（
G.

ホ
ル

ス
ト

）
八

王
子

高
／

高
瀬

新
一

郎
　〔

Ⅲ
〕交

響
詩「

テ
ィ

ル
・

オ
イ

レ
ン

シ
ュ

ピ
ー

ゲ
ル

の
愉

快
な

い
た

ず
ら

」（
R.

シ
ュ

ト
ラ

ウ
ス

）
桜

美
林

高
／

生
野

隆
久

　〔
Ⅰ

〕バ
レ

エ
音

楽「
バ

ッ
カ

ス
と

ア
リ

ア
ー

ヌ
」よ

り（
A

.ル
ー

セ
ル

）
都

立
杉

並
高

／
五

十
嵐

清
　〔

Ⅲ
〕「

交
響

的
舞

曲
」よ

り（
S.

ラ
フ

マ
ニ

ノ
フ

）
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第
6
3
回
東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

8月
24

日
㈰

 …
 羽

島
市

文
化

セ
ン

タ
ー

8月
30

日
㈯

・
31

日
㈰

 …
 長

野
県

県
民

文
化

会
館

9月
7日

㈰
 …

 三
重

県
文

化
会

館

●
中
学
校
B
編
成
の
部

桑
名

市
立

正
和

中
／

三
輪

秀
麿（

三
重

）　
喜

歌
劇「

伯
爵

夫
人

マ
リ

ツ
ァ

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

E.
カ

ー
ル

マ
ン

）
上

田
市

立
第

二
中

／
小

池
秀

彦（
長

野
）　

「
ロ

シ
ア

ン
ダ

ン
ス

組
曲

」よ
り（

K
.フ

ラ
ク

）
各

務
原

市
立

那
加

中
／

清
水

祐
男（

岐
阜

）　
バ

レ
エ

組
曲「

コ
ッ

ペ
リ

ア
」よ

り（
L.

ド
リ

ー
ブ

）
羽

島
市

立
竹

鼻
中

／
棚

橋
亮

太
朗（

岐
阜

）　
喜

歌
劇「

メ
リ

ー
･ウ

イ
ド

ウ
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
F.

レ
ハ

ー
ル

）
飯

山
市

立
第

三
中

／
清

水
ま

ゆ
み（

長
野

）　
古

代
の

歌
と

踊
り（

E.
D.

ボ
ル

ゴ
）

高
浜

市
立

高
浜

中
／

杉
浦

愛（
愛

知
）　

リ
バ

ー
ダ

ン
ス（

B.
ウ

ィ
ー

ラ
ン

）
静

岡
市

立
城

内
中

／
榊

原
さ

と
子（

静
岡

）　
喜

歌
劇「

ロ
シ

ア
の

皇
太

子
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン（
F.

レ
ハ

ー
ル

）
豊

田
市

立
下

山
中

／
國

枝
和

行（
愛

知
）　

歌
劇「

ヘ
ン

ゼ
ル

と
グ

レ
ー

テ
ル

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン

（
E.

フ
ン

パ
ー

デ
ィ

ン
ク

）
豊

明
市

立
沓

掛
中

／
鈴

木
三

幸（
愛

知
）　

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル「

ミ
ス

･サ
イ

ゴ
ン

」よ
り（

C.
M

.シ
ェ

ー
ン

ベ
ル

グ
）

飯
田

市
立

飯
田

西
中

／
原

田
勇

一（
長

野
）　

喜
歌

劇「
伯

爵
夫

人
マ

リ
ツ

ァ
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン
（

E.
カ

ー
ル

マ
ン

）
静

岡
市

立
清

水
第

八
中

／
浜

田
洋

通（
静

岡
）　

歌
劇「

サ
ム

ソ
ン

と
デ

リ
ラ

」よ
り（

C.
サ

ン
＝

サ
ー

ン
ス

）
各

務
原

市
立

蘇
原

中
／

田
中

彰
倫（

岐
阜

）　
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル「
ミ

ス
･サ

イ
ゴ

ン
」よ

り（
C.

M
.シ

ェ
ー

ン
ベ

ル
グ

）
津

市
立

一
身

田
中

／
薗

田
い

づ
み（

三
重

）　
フ

ニ
ク

リ・
フ

ニ
ク

ラ
狂

詩
曲（

L.
デ

ン
ツ

ァ
）

浜
松

市
立

北
部

中
／

村
田

勝
美（

静
岡

）　
ケ

ル
ト

民
謡

に
よ

る
組

曲（
ケ

ル
ト

民
謡

）
岡

崎
市

立
六

ツ
美

中
／

梅
村

弘
美（

愛
知

）　
喜

歌
劇「

小
鳥

売
り

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

C.
ツ

ェ
ラ

ー
）

●
高
校
B
編
成
の
部

愛
知

県
立

岡
崎

北
高

／
村

田
浩

明（
愛

知
）　

バ
レ

エ
音

楽「
ダ

フ
ニ

ス
と

ク
ロ

エ
」第

2組
曲

よ
り

（
M

.ラ
ヴ

ェ
ル

）
静

岡
県

立
御

殿
場

南
高

／
大

嶋
優

介（
静

岡
）　

喜
歌

劇「
モ

ス
ク

ワ
の

チ
ェ

リ
ョ

ム
ー

シ
カ

」よ
り

（
D.

シ
ョ

ス
タ

コ
ー

ヴ
ィ

チ
）

愛
知

県
立

千
種

高
／

浅
井

孝
一（

愛
知

）　
三

日
月

に
架

か
る

ヤ
コ

ブ
の

は
し

ご（
真

島
俊

夫
）

岐
阜

県
立

岐
阜

高
／

尾
家

幸
枝（

岐
阜

）　
「

マ
･メ

ー
ル

･ロ
ワ

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

松
本

第
一

高
／

野
村

充
利（

長
野

）　
交

響
詩「

エ
グ

モ
ン

ト
」よ

り（
B.

ア
ッ

ペ
ル

モ
ン

ト
）

三
島

高
／

 佐
藤

慎
也（

静
岡

）　
ウ

ィ
ズ

･ハ
ー

ト
･ア

ン
ド

･ヴ
ォ

イ
ス（

D.
ギ

リ
ン

グ
ハ

ム
）

暁
高

／
田

中
裕

子（
三

重
）　

名
誉

が
勝

る
と

き（
J.ス

ウ
ェ

ア
リ

ン
ジ

ェ
ン

）
浜

松
学

芸
高

／
塚

本
圭

司（
静

岡
）　

歌
劇「

ト
ス

カ
」よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

愛
知

県
立

岡
崎

西
高

／
渡

辺
尚

也（
愛

知
）　

楽
劇「

サ
ロ

メ
」よ

り（
R.

シ
ュ

ト
ラ

ウ
ス

）
静

岡
県

立
気

賀
高

／
袴

田
康

行（
静

岡
）　

メ
ト

ロ
プ

レ
ッ

ク
ス（

R.
シ

ェ
ル

ド
ン

）
長

野
県

須
坂

東
高

／
倉

坪
説

子（
長

野
）　

大
阪

俗
謡

に
よ

る
幻

想
曲（

大
栗

裕
）

三
重

県
立

四
日

市
四

郷
高

／
國

木
俊

之（
三

重
）　

「
ス

ペ
イ

ン
奇

想
曲

」よ
り（

N
.A

.リ
ム

ス
キ

ー
=コ

ル
サ

コ
フ

）

岐
阜

県
立

池
田

高
／

大
矢

菜
穂

子（
岐

阜
）　

三
つ

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス

ム（
真

島
俊

夫
）

岐
阜

県
立

岐
阜

工
業

高
／

西
村

美
樹（

岐
阜

）　
碧

き
宇

宙
―

生
命

の
雫（

八
木

澤
教

司
）

松
本

松
南

高
／

飯
島

禎
司（

長
野

）　
吹

奏
楽

の
た

め
の

音
詩「

輝
き

の
海

へ
」（

八
木

澤
教

司
）

●
中
学
校
A
編
成
の
部

富
士

宮
市

立
富

士
宮

第
一

中
／

杉
山

佳
史（

静
岡

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
道

化
師

」よ
り（

R.
レ

オ
ン

カ
ヴ

ァ
ッ

ロ
）

蒲
郡

市
立

蒲
郡

中
／

岡
本

祐
輔（

愛
知

）　
〔

Ⅰ
〕バ

レ
エ

音
楽「

シ
バ

の
女

王
ベ

ル
キ

ス
」よ

り
（

O.
レ

ス
ピ

ー
ギ

）
尾

鷲
市

立
尾

鷲
中

／
西

村
英（

三
重

）　
〔

Ⅱ
〕歌

劇「
ト

ス
カ

」よ
り（

G.
プ

ッ
チ

ー
ニ

）
大

垣
市

立
西

部
中

／
清

水
竜

也（
岐

阜
）　

〔
Ⅲ

〕バ
レ

エ
音

楽「
青

銅
の

騎
士

」よ
り（

R.
グ

リ
エ

ー
ル

）
長

野
市

立
柳

町
中

／
遠

藤
義

明（
長

野
）　

〔
Ⅲ

〕「
ス

ペ
イ

ン
狂

詩
曲

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

長
野

市
立

裾
花

中
／

村
上

恵
美

子（
長

野
）　

〔
Ⅳ

〕バ
レ

エ
音

楽「
ダ

フ
ニ

ス
と

ク
ロ

エ
」第

2組
曲

よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

静
岡

市
立

城
山

中
／

梅
田

康
子（

静
岡

）　
〔

Ⅱ
〕バ

レ
エ

組
曲「

火
の

鳥
」よ

り（
I.ス

ト
ラ

ヴ
ィ

ン
ス

キ
ー

）
松

本
市

立
筑

摩
野

中
／

太
田

一
成（

長
野

）　
〔

Ⅰ
〕喜

歌
劇「

ロ
シ

ア
の

皇
太

子
」セ

レ
ク

シ
ョ

ン
（

F.
レ

ハ
ー

ル
）

大
垣

市
立

東
中

／
中

村
充（

岐
阜

）　
〔

Ⅲ
〕バ

レ
エ

組
曲「

コ
ッ

ペ
リ

ア
」よ

り（
L.

ド
リ

ー
ブ

）
東

郷
町

立
東

郷
中

／
河

田
智

仁（
愛

知
）　

〔
Ⅰ

〕歌
劇「

カ
ヴ

ァ
レ

リ
ア

･ル
ス

テ
ィ

カ
ー

ナ
」よ

り
（

P.
マ

ス
カ

ー
ニ

）
四

日
市

市
立

内
部

中
／

高
橋

唯（
三

重
）　

〔
Ⅱ

〕「
ス

ペ
イ

ン
狂

詩
曲

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

岡
崎

市
立

岩
津

中
／

織
部

一
良（

愛
知

）　
〔

Ⅱ
〕三

つ
の

ジ
ャ

ポ
ニ

ス
ム（

真
島

俊
夫

）
浜

松
市

立
与

進
中

／
宮

津
宗

之（
静

岡
）　

〔
Ⅰ

〕科
戸

の
鵲

巣
―

吹
奏

楽
の

た
め

の
祝

典
序

曲（
中

橋
愛

生
）

上
田

市
立

塩
田

中
／

石
川

武（
長

野
）　

〔
Ⅱ

〕「
交

響
曲

」よ
り（

矢
代

秋
雄

）
日

進
市

立
日

進
中

／
清

野
雅

子（
愛

知
）　

〔
Ⅲ

〕管
弦

楽
の

た
め

の
映

像
  

2.「
イ

ベ
リ

ア
」よ

り
（

C.
ド

ビ
ュ

ッ
シ

ー
）

鈴
鹿

市
立

千
代

崎
中

／
中

山
か

ほ
り（

三
重

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
蝶

々
夫

人
」よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

神
戸

町
立

神
戸

中
／

新
井

憲
優（

岐
阜

）　
〔

Ⅰ
〕春

の
詩

―
風

の
丘

の
物

語（
八

木
澤

教
司

）
名

古
屋

市
立

新
郊

中
／

楫
野

克
彦（

愛
知

）　
〔

Ⅲ
〕喜

び
の

島（
C.

ド
ビ

ュ
ッ

シ
ー

）
浜

松
市

立
南

部
中

／
野

崎
豊（

静
岡

）　
〔

Ⅲ
〕斑

鳩
の

空（
櫛

田
胅

之
扶

）
松

本
市

立
鎌

田
中

／
妹

尾
圭

子（
長

野
）　

〔
Ⅰ

〕交
響

詩「
ロ

ー
マ

の
祭

」よ
り（

O.
レ

ス
ピ

ー
ギ

）
●
高
校
A
編
成
の
部

長
野

県
豊

科
高

／
武

井
淳

一（
長

野
）　

〔
Ⅱ

〕「
ス

ペ
イ

ン
狂

詩
曲

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

三
重

県
立

上
野

高
／

福
岡

友
也（

三
重

）　
〔

Ⅱ
〕エ

ス
テ

ィ
ロ

･デ
･エ

ス
パ

ー
ニ

ャ
･ポ

ル
・

ケ
？

（
天

野
正

道
）

浜
松

海
の

星
高

／
土

屋
史

人（
静

岡
）　

〔
Ⅲ

〕「
ス

ペ
イ

ン
狂

詩
曲

」よ
り（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

愛
知

県
立

成
章

高
／

鈴
木

孝
育（

愛
知

）　
〔

Ⅰ
〕バ

レ
エ

音
楽「

ダ
フ

ニ
ス

と
ク

ロ
エ

」第
2組

曲
よ

り（
M

.ラ
ヴ

ェ
ル

）
岐

阜
県

立
各

務
原

西
高

／
栫

井
健

吾（
岐

阜
）　

〔
Ⅰ

〕「
舞

踏
組

曲
」よ

り（
B.

バ
ル

ト
ー

ク
）

光
ヶ

丘
女

子
高

／
日

野
謙

太
郎（

愛
知

）　
〔

Ⅰ
〕ス

ト
コ

フ
ス

キ
ー

の
鐘（

M
.ド

ア
テ

ィ
）

岐
阜

県
立

大
垣

商
業

高
／

川
地

利
久（

岐
阜

）　
〔

Ⅳ
〕「

交
響

曲
第

5番
」よ

り（
M

.ア
ー

ノ
ル

ド
）

愛
知

県
立

木
曽

川
高

／
春

日
俊

文（
愛

知
）　

〔
Ⅱ

〕歌
劇「

ト
ス

カ
」第

3幕
よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

静
岡

県
立

沼
津

商
業

高
／

川
口

三
郎（

静
岡

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
カ

ヴ
ァ

レ
リ

ア
･ル

ス
テ

ィ
カ

ー
ナ

」
よ

り（
P.

マ
ス

カ
ー

ニ
）

長
野

県
長

野
高

／
松

井
深

之（
長

野
）　

〔
Ⅲ

〕3
つ

の
交

響
的

素
描「

海
」よ

り（
C.

ド
ビ

ュ
ッ

シ
ー

）
三

重
県

立
木

本
高

／
大

野
博

史（
三

重
）　

〔
Ⅲ

〕「
夜

想
曲

」よ
り（

C.
ド

ビ
ュ

ッ
シ

ー
）

長
野

県
長

野
吉

田
高

／
東

方
明

弘（
長

野
）　

〔
Ⅰ

〕吹
奏

楽
の

た
め

の
マ

イ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ（
高

昌
帥

）
愛

知
県

立
安

城
高

／
坂

田
真

一（
愛

知
）　

〔
Ⅲ

〕楽
劇「

サ
ロ

メ
」よ

り（
R.

シ
ュ

ト
ラ

ウ
ス

）
静

岡
理

工
科

大
学

星
陵

高
／

駒
田

洋
一（

静
岡

）　
〔

Ⅰ
〕科

戸
の

鵲
巣

―
吹

奏
楽

の
た

め
の

祝
典

序
曲（

中
橋

愛
生

）
安

城
学

園
高

／
吉

見
光

三（
愛

知
）　

〔
Ⅱ

〕序
曲「

謝
肉

祭
」（

A
.ド

ヴ
ォ

ル
ザ

ー
ク

）
長

野
県

上
田

高
／

山
岸

明（
長

野
）　

〔
Ⅲ

〕楽
劇「

サ
ロ

メ
」よ

り（
R.

シ
ュ

ト
ラ

ウ
ス

）
愛

知
県

立
名

古
屋

南
高

／
加

藤
眞（

愛
知

）　
〔

Ⅰ
〕「

交
響

曲
第

5番
」よ

り（
M

.ア
ー

ノ
ル

ド
）

岐
阜

県
立

岐
阜

商
／

清
水

祐
男（

岐
阜

）　
〔

Ⅰ
〕エ

ク
ス

ト
リ

ー
ム

・
メ

イ
ク

オ
ー

ヴ
ァ

ー（
J.デ

=
メ

イ
）

浜
松

市
立

高
／

小
柴

秀
樹（

静
岡

）　
〔

Ⅱ
〕交

響
詩「

ロ
ー

マ
の

噴
水

」よ
り（

O.
レ

ス
ピ

ー
ギ

）
三

重
県

立
白

子
高

／
桐

生
智

晃（
三

重
）　

〔
Ⅳ

〕バ
レ

エ
音

楽「
ロ

メ
オ

と
ジ

ュ
リ

エ
ッ

ト
」よ

り
（

S.
プ

ロ
コ

フ
ィ

エ
フ

）
●
特
別
演
奏

愛
知

工
業

大
学

名
電

高
／

伊
藤

宏
樹（

愛
知

）　
ア

ル
メ

ニ
ア

ン
ダ

ン
ス・

パ
ー

ト
Ⅰ（

A
.リ

ー
ド

）、
名

電
デ

ィ
ス

コ
ス

ペ
シ

ャ
ル（

／
佐

橋
俊

彦
）

●
職
場
の
部

佐
久

総
合

病
院

G
D

K
吹

奏
楽

団
／

森
川

袈
裟

和（
長

野
）　

〔
Ⅰ

〕「
ス

ペ
イ

ン
奇

想
曲

」よ
り

（
N

.A
.リ

ム
ス

キ
ー

＝
コ

ル
サ

コ
フ

）
ヤ

マ
ハ

吹
奏

楽
団

  
浜

松
／

山
田

忠
臣（

静
岡

）　
〔

Ⅰ
〕シ

ン
グ

・
ウ

ィ
ズ

・
シ

ン
セ

リ
テ

ィ
ー（

長
生

淳
）

ト
ヨ

タ
自

動
車

㈱
吹

奏
楽

団
／

岡
本

篤
彦（

愛
知

）　
〔

Ⅴ
〕マ

ゼ
ラ

ン
の

未
知

な
る

大
陸

へ
の

挑
戦

（
樽

屋
雅

徳
）

●
大
学
の
部

岐
阜

聖
徳

学
園

大
学

／
堺

武
弥（

岐
阜

）　
〔

Ⅴ
〕バ

レ
エ

音
楽「

ガ
イ

ー
ヌ

」よ
り（

A
.I.

ハ
チ

ャ
ト

ゥ
リ

ア
ン

）
名

古
屋

商
科

大
学

／
亀

井
明

良（
愛

知
）　

〔
Ⅰ

〕歌
劇「

ト
ス

カ
」第

3幕
よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

信
州

大
学

／
荒

井
弘

太（
長

野
）　

〔
Ⅴ

〕エ
ク

ス
ト

リ
ー

ム
･メ

イ
ク

オ
ー

ヴ
ァ

ー（
J.デ

＝
メ

イ
）

三
重

大
学

／
森

隆
一

郎（
三

重
）　

〔
Ⅴ

〕交
響

組
曲「

寄
港

地
」よ

り（
J.イ

ベ
ー

ル
）

豊
田

工
業

高
等

専
門

学
校

／
戸

田
健

朗（
愛

知
）　

〔
Ⅲ

〕吹
奏

楽
の

た
め

の
神

話
〜

天
の

岩
屋

戸
の

物
語

に
よ

る（
大

栗
裕

）
愛

知
教

育
大

学
／

小
松

孝
文（

愛
知

）　
〔

Ⅰ
〕喜

び
の

島（
C.

ド
ビ

ュ
ッ

シ
ー

）
●
一
般
の
部

創
価

中
部

サ
ウ

ン
ド

吹
奏

楽
団

／
多

戸
幾

久
三（

愛
知

）　
〔

Ⅱ
〕「

幻
想

交
響

曲
」よ

り（
H

.ベ
ル

リ
オ

ー
ズ

）
焼

津
市

民
吹

奏
楽

団
／

小
澤

篤（
静

岡
）　

〔
Ⅴ

〕ラ
･フ

ォ
ル

ム
･ド

ゥ
･シ

ャ
ク

･ア
ム

ー
ル

･シ
ャ

ン
ジ

ュ
･コ

ム
･ル

･カ
レ

イ
ド

ス
コ

ー
プ（

天
野

正
道

）
長

野
市

民
吹

奏
楽

団
／

稲
垣

征
夫（

長
野

）　
〔

Ⅰ
〕バ

レ
エ

音
楽「

三
角

帽
子

」よ
り（

M
.フ

ァ
リ

ャ
）

白
子

ウ
イ

ン
ド

シ
ン

フ
ォ

ニ
カ

／
宮

木
均（

三
重

）　
〔

Ⅴ
〕「

交
響

曲
第

5番
」よ

り（
M

.ア
ー

ノ
ル

ド
）

春
日

井
ウ

ィ
ン

ド
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
／

桐
田

正
章（

愛
知

）　
〔

Ⅲ
〕交

響
詩「

ロ
ー

マ
の

祭
」よ

り（
O.

レ
ス

ピ
ー

ギ
）

ル
ロ

ウ
･ブ

ラ
ス

オ
ル

ケ
ス

タ
ー

／
遠

藤
宏

幸（
愛

知
）　

〔
Ⅰ

〕エ
ク

ス
ト

リ
ー

ム
・

メ
イ

ク
オ

ー
ヴ

ァ
ー（

J.デ
=メ

イ
）
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上
田

市
民

吹
奏

楽
団

／
吉

澤
賢

太
郎（

長
野

）　
〔

Ⅱ
〕科

戸
の

鵲
巣

―
吹

奏
楽

の
た

め
の

祝
典

序
曲（

中
橋

愛
生

）
東

海
市

吹
奏

楽
団

／
外

囿
祥

一
郎（

愛
知

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
ト

ゥ
ー

ラ
ン

ド
ッ

ト
」よ

り（
G.

プ
ッ

チ
ー

ニ
）

浜
松

交
響

吹
奏

楽
団

／
浅

田
享（

静
岡

）　
〔

Ⅰ
〕交

響
組

曲「
ガ

イ
ア

」よ
り（

天
野

正
道

）
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
･ヴ

ィ
ル

ト
ゥ

オ
ー

ゾ
吹

奏
楽

団
／

萩
谷

克
己（

長
野

）　
〔

Ⅰ
〕歌

劇「
ば

ら
の

騎
士

」組
曲（

R.
シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
）

岐
阜

ブ
ラ

ス
オ

ル
ケ

ス
タ

ー
／

楫
野

克
彦（

岐
阜

）　
〔

Ⅲ
〕バ

レ
エ

組
曲「

赤
い

け
し

の
花

」よ
り

（
R.

グ
リ

エ
ー

ル
）

第
4
9
回
北
陸
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

8月
9日

㈯
・

10
日

㈰
 …

 金
沢

歌
劇

座

●
中
学
校
B
部
門

羽
咋

市
立

邑
知

中
／

村
田

裕
美

子（
石

川
）　

「
第

5組
曲

」よ
り（

A
.リ

ー
ド

）
射

水
市

立
奈

古
中

／
川

端
由

美（
富

山
）　

「
三

つ
の

ジ
ャ

ポ
ニ

ス
ム

」よ
り（

真
島

俊
夫

）
南

越
前

町
立

今
庄

中
／

高
橋

由
起（

福
井

）　
魔

女
と

聖
者（

S.
ラ

イ
ニ

キ
ー

）
小

矢
部

市
立

蟹
谷

中
／

田
畑

康
志（

富
山

）　
「

吹
奏

楽
の

た
め

の
木

挽
歌

」よ
り（

小
山

清
茂

）
野

々
市

町
立

布
水

中
／

南
克

彦（
石

川
）　

「
ケ

ル
ト

民
謡

に
よ

る
組

曲
」よ

り（
ケ

ル
ト

民
謡

）
鯖

江
市

東
陽

中
／

廣
比

知
徳（

福
井

）　
喜

歌
劇「

モ
ス

ク
ワ

の
チ

ェ
リ

ョ
ム

ー
シ

カ
」よ

り（
D.

シ
ョ

ス
タ

コ
ー

ヴ
ィ

チ
）

福
井

市
社

中
／

長
谷

川
季

美（
福

井
）　

ス
ペ

イ
ン

組
曲（

E.
レ

ク
オ

ー
ナ

）
越

前
市

南
越

中
／

片
山

幹
子（

福
井

）　
リ

バ
ー

ダ
ン

ス（
B.

ウ
ィ

ー
ラ

ン
）

高
岡

市
立

南
星

中
／

橘
恭

幸（
富

山
）　

リ
バ

ー
ダ

ン
ス（

B.
ウ

ィ
ー

ラ
ン

）
高

岡
市

立
伏

木
中

／
木

脇
禎（

富
山

）　
呪

文
と

踊
り（

J.チ
ャ

ン
ス

）
小

松
市

立
中

海
中

／
糠

山
年

美（
石

川
）　

組
曲「

動
物

の
謝

肉
祭

」よ
り（

C.
サ

ン
=サ

ー
ン

ス
）

金
沢

市
立

泉
中

／
沢

田
豊（

石
川

）　
17

30
年

の
冬（

J.ス
ウ

ェ
ア

リ
ン

ジ
ェ

ン
）

射
水

市
立

小
杉

南
中

／
長

谷
川

香（
富

山
）　

ア
フ

リ
カ

の
儀

式
と

歌
、宗

教
的

典
礼（

R.
W

.ス
ミ

ス
）

白
山

市
立

光
野

中
／

奥
田

桂
子（

石
川

）　
「

ス
パ

ル
タ

ク
ス

組
曲

」よ
り（

A
.I.

ハ
チ

ャ
ト

ゥ
リ

ア
ン

）
●
高
等
学
校
B
部
門

福
井

県
立

大
野

高
／

宮
内

嘉
彦（

福
井

）　
「

法
華

経
か

ら
の

三
つ

の
啓

示
」よ

り（
A

.リ
ー

ド
）

富
山

県
立

高
岡

工
芸

高
／

加
藤

祐
行（

富
山

）　
「

カ
ル

ミ
ナ

・
ブ

ラ
ー

ナ
」よ

り（
C.

オ
ル

フ
）

富
山

県
立

氷
見

高
／

福
島

久
美

子（
富

山
）　

序
曲「

ピ
ー

タ
ー

ル
ー

」（
M

.ア
ー

ノ
ル

ド
）

石
川

県
立

小
松

商
業

高
／

小
島

睦
雄（

石
川

）　
吹

奏
楽

の
た

め
の

音
詩「

輝
き

の
海

へ
」（

八
木

澤
教

司
）

石
川

県
立

輪
島

実
業

高
／

久
野

泰
典（

石
川

）　
大

阪
俗

謡
に

よ
る

幻
想

曲（
大

栗
裕

）
●
高
等
学
校
A
部
門

小
松

市
立

高
／

木
村

有
孝（

石
川

）　
〔

Ⅲ
〕歌

劇「
ば

ら
の

騎
士

」よ
り（

R.
シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
）

石
川

県
立

金
沢

北
陵

高
／

谷
口

雅
一（

石
川

）　
〔

Ⅲ
〕「

翡
翠

」よ
り（

J.マ
ッ

キ
ー

）
富

山
県

立
高

岡
南

高
／

湯
浅

幸
嗣（

富
山

）　
〔

Ⅰ
〕「

ナ
ス

カ
」―

地
上

に
描

か
れ

た
遙

か
な

る
銀

河（
八

木
澤

教
司

）

福
井

県
立

敦
賀

高
／

梅
田

宗
典（

福
井

）　
〔

Ⅰ
〕セ

ン
ト

・
ア

ン
ソ

ニ
ー

・
ヴ

ァ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
（

W
.ヒ

ル
）

石
川

県
立

小
松

高
／

北
村

善
哉（

石
川

）　
〔

Ⅳ
〕交

響
曲

第
1番

「
指

輪
物

語
」よ

り（
J.デ

=メ
イ

）
福

井
県

立
武

生
東

高
／

尾
鳥

達
彦（

福
井

）　
〔

Ⅰ
〕バ

レ
エ

音
楽「

シ
ダ

リ
ー

ズ
と

牧
羊

神
」よ

り
（

G.
ピ

エ
ル

ネ
）

石
川

県
立

小
松

明
峰

高
／

斉
藤

忠
直（

石
川

）　
〔

Ⅲ
〕楽

劇「
ニ

ュ
ル

ン
ベ

ル
ク

の
マ

イ
ス

タ
ー

ジ
ン

ガ
ー

」セ
レ

ク
シ

ョ
ン（

R.
ワ

ー
グ

ナ
ー

）
富

山
県

立
福

岡
高

／
若

林
久

雄（
富

山
）　

〔
Ⅰ

〕マ
ゼ

ラ
ン

の
未

知
な

る
大

陸
へ

の
挑

戦（
樽

屋
雅

徳
）

石
川

県
立

金
沢

桜
丘

高
／

安
嶋

俊
晴（

石
川

）　
〔

Ⅳ
〕科

戸
の

鵲
巣

─
吹

奏
楽

の
た

め
の

祝
典

序
曲（

中
橋

愛
生

）
福

井
県

立
武

生
高

／
佐

野
明

彦（
福

井
）　

〔
Ⅰ

〕す
べ

て
の

答
え（

清
水

大
輔

）
富

山
県

立
富

山
商

業
高

／
鍜

治
伸

也（
富

山
）　

〔
Ⅰ

〕交
響

曲
第

4番
「

不
滅

」よ
り（

C.
ニ

ー
ル

セ
ン

）
金

沢
市

立
工

業
高

／
幸

正
勤

也（
石

川
）　

〔
Ⅰ

〕左
手

の
た

め
の

ピ
ア

ノ
協

奏
曲（

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
）

富
山

県
立

高
岡

商
業

高
／

神
田

賢
二（

富
山

）　
〔

Ⅰ
〕交

響
曲

第
5番

「
革

命
」よ

り（
D.

シ
ョ

ス
タ

コ
ー

ヴ
ィ

チ
）

富
山

県
立

新
湊

高
／

小
坪

裕
子（

富
山

）　
〔

Ⅰ
〕科

戸
の

鵲
巣

─
吹

奏
楽

の
た

め
の

祝
典

序
曲（

中
橋

愛
生

）
富

山
県

立
富

山
高

／
奥

井
智

保（
富

山
）　

〔
Ⅰ

〕ハ
ン

ガ
リ

ー
民

謡「
く

じ
ゃ

く
」に

よ
る

変
奏

曲
（

Z.
コ

ダ
ー

イ
）

福
井

工
業

大
学

附
属

福
井

高
／

上
野

元
久（

福
井

）　
〔

Ⅰ
〕二

つ
の

交
響

的
断

章（
V

.ネ
リ

ベ
ル

）
福

井
県

立
金

津
高

／
浅

井
裕

規（
福

井
）　

〔
Ⅳ

〕管
弦

楽
組

曲「
第

六
の

幸
運

を
も

た
ら

す
宿

」よ
り（

M
.ア

ー
ノ

ル
ド

）
●
招
待
演
奏

百
萬

石
ウ

ィ
ン

ド
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
／

鈴
木

昭
裕（

石
川

）　
久

石
譲

作
品

集
2（

久
石

譲
）、

ラ
・

メ
ス

キ
ー

タ・
ド

ゥ・
コ

ル
ド

バ（
J.ジ

ル
ー

）
●
大
学
部
門

富
山

大
学

／
曽

根
哲

夫（
富

山
）　

〔
Ⅰ

〕交
響

詩「
ロ

ー
マ

の
松

」よ
り（

O.
レ

ス
ピ

ー
ギ

）
福

井
大

学
／

小
坂

一
平（

福
井

）　
〔

Ⅴ
〕シ

ン
フ

ォ
ニ

ッ
ク

バ
ン

ド
の

た
め

の
パ

ッ
サ

カ
リ

ア（
兼

田
敏

）
金

沢
大

学
／

三
浦

宏
予（

石
川

）　
〔

Ⅲ
〕交

響
曲
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2番

「
キ
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ス
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の
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難
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F.

フ
ェ

ラ
ン

）
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般
部
門
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星

☆
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／
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沢

広
行（

富
山

）　
〔

Ⅲ
〕4

つ
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交
響
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テ

ン
ド

グ
ラ

ス
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O.
レ

ス
ピ

ー
ギ

）
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松
市
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吹

奏
楽
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／
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瀬
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石
川

）　
〔

Ⅰ
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リ

ウ
ッ

ド
組

曲
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ロ
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フ

ェ
）
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ィ
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ド

ア
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ソ
レ

イ
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福

井
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楽
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／
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〔
Ⅰ

〕「
交

響
曲

第
0番

」よ
り（

B.
ピ

ッ
ケ

ー
ル
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ィ
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ト
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ェ
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／
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歌
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ク
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ョ
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ハ
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ル
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市
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／
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岡
市
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／
林

奈
穂

子（
富

山
）　

ケ
ル

ト・
ラ

プ
ソ

デ
ィ

ー（
ケ

ル
ト

民
謡
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岡
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台
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Ⅱ
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踏
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史
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福

井
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福
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／
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小
杉
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／
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光

中
／

山
田

誠（
富

山
）　

〔
Ⅱ

〕リ
バ

ー
ダ

ン
ス（

B.
ウ

ィ
ー

ラ
ン

）
南

砺
市

立
福

野
中

／
大

坪
建（

富
山

）　
〔

Ⅰ
〕3

つ
の

交
響

的
素

描「
海

」よ
り（

C.
ド

ビ
ュ

ッ
シ

ー
）

内
灘

町
立

内
灘

中
／

奥
泉

清
人（

石
川

）　
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